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P32
P35

まちの話題
Be Ambitious 山田 佳澄さん（さつきケ丘）

P3当初予算
P6特集 障がいって何だろう？

いつでもチャレンジ精神

郷土の慈愛と金助母子の子を憶う母の素晴らしい人間愛ををたたえる豊田地区の
堀尾跡公園で、毎年「金助桜まつり」がおこなわれます。今年は4月6日（日）に開
催され、大勢の人で賑わいました。

金助桜まつり今月の PUSH!今月の PUSH!今月の PUSH!今月の PUSH!今月の PUSH!

耳マーク

聴覚障がい者は見た目には分からない
ため、誤解や不利益をこうむる場合もあ
ります。「聞こえない」ことを理解したコ
ミュニケーション方をご配慮ください。

聞こえが不自由なことを
表すマーク（国内）



日 月 火 水 木 金 土

11 12 13 14 15 16 17

4 5 6 7 8 9 10

25 26 27 28 29 30 31

18 19 20 21 22 23 24

4/27 28 29 30 5/1 2 3

山田外科内科

伊藤整形・内科あいち
腰痛オペクリニック

石田整形外科 みどりクリニック山田ファミリークリニック

・おはなし会（22） ・3歳児健診（14）
・ポールウォーキング（14）
・心配ごと相談（28）

すずいクリニック

柳瀬医院

・1歳6か月児健診（14）
・しなやかお達者の会余野（14）
・北保育園庭開放（25）
・消費生活相談（28）
・ワークセンター説明会（30）

・子育て相談室（14） ・歯科健診（14）
・らくらく離乳食教室（14）
・ポールウォーキング（14）
・多重債務者相談（28）
・心配ごと相談（28）

・健康相談（14）
・口腔相談（14）
・ひだまりの会（14）
・若者の就職相談会（28）

・ポールウォーキング（14）
・北保育園庭開放（25）
・2万人体力測定の日（25）

・10か月児健診（14）
・歩く健康のつどい（14）
・しなやかお達者の会余野（14）
・しなやかお達者の会豊田（14）

・大口中保育園庭開放（25） ・普通救命講習会（26）
・公開プレゼンテーション（29）

・母子健康手帳交付説明会（14）
・西保育園庭開放（25）
・法律相談（28）
・親子ふれあい広場（30）

・ＢＣＧ（14）
・健康相談（14）
・口腔相談（14）
・ひだまりの会（14）

・さくら大学（29）

・南保育園庭開放（25） ・雑誌のリユース（22）

・南保育園庭開放（25）
・心配ごと相談（28）

・肺がん検診（13）
河北学供施設
上小口学供施設
下小口学共施設

・歩く健康のつどい（14）
・しなやかお達者の会豊田（14）
・西保育園庭開放（25）

・肺がん検診（13）
中小口地区コミュニティセンター
さつきケ丘防災センター
余野学共施設

・大口中保育園庭開放（25）

・駅伝選考会（34）

・母子健康手帳交付説明会（14）
・親子ふれあい広場（30）

・4か月児健診（14）
・ポールウォーキング（14）
・家庭児童相談（28）
・登記相談（28）
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NO.663

※（ ）内はページ数です ※児童センターの行事予定については「児童センターだより」をご覧ください

税務課収納窓口の延長 9日（金）午後7時まで
開設 25日（日）午前8時30分から午後0時30分

●軽自動車税（全期）

納期限：6月2日（月）

戸籍保険課
窓口延長日

14日（水）
28日（水）午後7時まで

業務内容：住民票、印鑑登録証明
戸籍証明書（謄本、抄本のみ）の発行、印鑑登録事務

月 日 病院・医院名 電 話

5月3日 伊藤整形・内科あいち腰痛オペクリニック 92-3388

4日 石田整形外科 92-1100

5日 山田ファミリークリニック 91-0777

6日 みどりクリニック 95-0881

11日 山田外科内科 96-6000

18日 すずいクリニック 96-1114

25日 柳瀬医院 93-5858

携帯電話からの登録方法 携帯電話から下記メールアドレス
へ空メールをお送りください。送信された携帯電話のメール
アドレスあてに「本登録」の手順をご案内します。
oguchi@entry.mail-dpt.jp

※QRコードを使用できる機種をお持ちの
方は右のQRコードをお使いください。

※迷惑防止のためのドメイン指定が必要な
方はtown.oguchi.lg.jp、アドレス指定が
必要な方はbousai@town.oguchi.lg.jpを許可してください。

あなたのお手元に災害時の緊急情報をお知らせする！

あんしん・安全ねっとあんしん・安全ねっと
防災・防犯メール配信サービス
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会 計 25年度26年度 増減額 増減率
一般会計

合 計

特別会計
国際交流事業

国民健康保険

後期高齢者医療

介護保険

公共下水道事業

農業集落家庭排水事業

土地取得

社本育英事業

71億円

41億 4,723 万円

588 万円

19億 4,430 万円

1億 9,957 万円

10億 1,631 万円

9億 5,357 万円

2,271 万円

18万円

471万円

112億4,723万円

82億円

42億 9,679 万円

618 万円

19億 7,700 万円

2億 2,642 万円

10億 7,949 万円

9億 2,531 万円

2,686 万円

4,650 万円

903万円

124億9,679万円

11億円

1億 4,956 万円

30万円

3,270 万円

2,685 万円

6,318 万円

▲2,826 万円

415 万円

4,632 万円

432 万円

12億 4,956万円

5,291 万円
1億 1,583 万円

4,016 万円
5,300 万円
3,407 万円
9,100 万円
7,445 万円

2億 4,759 万円
2,702 万円

6億 6,637 万円

15.5％

3.6％

5.1％

1.7％

13.5％

6.2％

▲ 3.0％

18.3％

25,733.3％

91.7％

11.1％

会計別予算規模会計別予算規模会計別予算規模

主な新しい取り組み主な新しい取り組み等等主な新しい取り組み等

平成26年度

当初予算当初予算
平成26年度の当初予算は、先人から引き継がれてきた豊かな財産を堅実な財政運営で守り、将来に向けた取組みを確実に
進め、今以上に魅力と活力のある大口町となることを目指して編成しました。
26年度の新規事業等、主な取り組みは次のとおりです。

予算編成にあたって

6消防本部による消防通信指令事務共同運用
民間保育所運営
生きがい活動支援センター整備
長寿命化道路維持
長寿命化橋りょう維持
調整池整備
電算システム開発委託料
小中学校のパソコン等機器更新
学校支援員等の増員
中央公民館耐震補強改修

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

平成26年度 当初予算平成26年度 当初予算
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会 計 26年度 25年度 増減額 増減率

主な増減要因主な増減要因主な増減要因

歳入（一般会計）

地方消費税交付金
自動車取得税交付金
国庫支出金
町債

消費税率引き上げによる増額
税制改正（税率引下げ、エコカー減税拡充）による減額
中央公民館耐震工事および道路・橋りょう修繕工事による補助金増額
中央公民館耐震工事および消防通信広域化事業に伴う借入金増額

5,500 万円

町税

地方譲与税

各種交付金等

地方交付税

分担金および負担金

使用料および手数料

国庫支出金

県支出金

繰入金

諸収入等

町債

合計

50億 5,723 万円

8,600 万円

4億 5,050 万円

1,250 万円

1億 877万円

5,536 万円

7億 9,723 万円

4億 1,738 万円

7億 2,113 万円

3億 4,390 万円

1億 5,000 万円

82億円

3億 4,801 万円

▲ 1,400 万円

3,450 万円

0万円

▲ 27万円

▲ 161万円

3億 3,347 万円

8,172 万円

1億 9,971 万円

847 万円

1億 1,000 万円

11億円

7.4％

▲ 14.0％

8.3％

0.0％

▲ 0.2％

▲ 2.8％

71.9％

24.3％

38.3％

2.5％

275.0％

15.5％

47 億 922 万円

1億円

4億 1,600 万円

1,250 万円

1億 904万円

5,697 万円

4億 6,376 万円

3億 3,566 万円

5億 2,142 万円

3億 3,543 万円

4,000 万円

71億円

歳入（一般会計）構成比

▲ 2,300 万円
3億 3,347 万円
1億 1,000 万円

自主財源
76.6％

依存依存
財源財源

23.4％23.4％

依存
財源

23.4％

町税
61.7％

国庫支出金 9.7％

町債 1.8％

県支出金 5.1％

地方交付税 0.2％

各種交付金等 5.5％

地方譲与税 1.1％

諸収入等 4.1％

繰入金 8.8％

分担金および負担金 1.3％

使用料および手数料 0.7％

平成26年度 当初予算平成26年度 当初予算
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平成26年度当初予算をより詳しく紹介した「ま
ちの財布」を発行しています。この「まちの財布」
では、今年度取り組む主な事業
の内容や人件費、町の貯金や借
金の動向等の説明をしています。
ご希望の方には、役場で配布

又は郵送いたしますので、役場
政策推進課までお問い合わせく
ださい。また、「まちの財布」は
町ホームページでもご覧いただ
くことができます。

会 計 26年度 25年度 増減額 増減率

主な増減要因主な増減要因主な増減要因

歳出（一般会計）

民生費
商工費
土木費
教育費

2億 8,909 万円
▲ 1億 8,300 万円

消費税率の引き上げに伴い臨時措置される臨時福祉給付金等による増額
町内企業再投資促進補助金の減額
調整池整備および公共下水道事業への繰出金増額
中央公民館耐震工事および小中学校パソコン等更新による増額

議会費

総務費

民生費

衛生費

労働費

農業費

商工費

土木費

消防費

教育費

公債費

予備費等

合計

1億 4,074 万円

11億 475 万円

25億 4,917 万円

6億 9,807 万円

434 万円

1億 1,093 万円

1億 2,907 万円

9億 7,240 万円

4億 8,786 万円

17億 4,970 万円

2億 3,797 万円

1,500 万円

82億円

▲ 168万円

1,327 万円

2億 8,909 万円

1,163 万円

4万円

▲ 1,460 万円

▲ 1億 8,300 万円

5,860 万円

2,129 万円

9億 1,096 万円

▲ 560万円

0万円

11億円

▲ 1.2％

1.2％

12.8％

1.7％

0.9％

▲ 11.6％

▲ 58.6％

6.4％

4.6％

108.6％

▲ 2.3％

0.0％

15.5％

1億 4,242 万円

10億 9,148 万円

22億 6,008 万円

6億 8,644 万円

430 万円

1億 2,553 万円

3億 1,207 万円

9億 1,380 万円

4億 6,657 万円

8億 3,874 万円

2億 4,357 万円

1,500 万円

71億円

歳出（一般会計）構成比

5,860 万円
9億 1,096 万円

より詳しく知りたい方は

総務費
13.5％

民生費
31.1％

衛生費
8.5％

土木費
11.9％

消防費
5.9％

教育費
21.3％

議会費 1.7％

公債費 2.9％

予備費等 0.2％

労働費 0.1％

商工費 1.6％

農業費 1.3％

平成26年度 当初予算平成26年度 当初予算
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２
月
に
お
こ
な
わ
れ
た
ソ
チ
冬
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
、
日
本
選
手
が
大
活
躍
で
し
た
。

各
種
目
の
ト
ッ
プ
選
手
が
競
技
を
終
え

た
後
に
流
す
涙
、
そ
れ
が
悔
し
涙
で
も
、

う
れ
し
涙
で
も
同
じ
重
み
を
も
っ
て
私
た

ち
を
感
動
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
わ
ず
か

数
分
の
競
技
た
め
に
選
手
が
乗
り
越
え
た

幾
多
の
苦
難
や
試
練
を
思
う
か
ら
で
す
。

続
い
て
お
こ
な
わ
れ
た
ソ
チ
冬
季
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
は
ご
覧
に
な
り
ま
し
た
か
。

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
は
、「
肢
体
不
自

由
の
身
体
障
が
い
者
（
視
覚
障
害
を
含
む
）

を
対
象
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
で
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
続
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

身
体
に
ハ
ン
デ
ィ
の
あ
る
選
手
が
高
速

で
バ
ラ
ン
ス
を
崩
さ
ず
に
急
斜
面
を
滑
り

降
り
て
く
る
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
な
ど
、
選

手
た
ち
の
プ
レ
ー
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
に
も
増
し
て
驚
く
の
は
競

技
を
終
え
て
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
取
っ
た
と
き

の
つ
き
ぬ
け
た
よ
う
な
笑
顔
や
、
心
か
ら

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
る
こ
と
が
全
身

か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
明
る
さ
で
す
。
ハ
ン

デ
ィ
を
ま
っ
た
く
感
じ
さ
せ
な
い
こ
の
明

る
さ
、
た
く
ま
し
さ
は
障
が
い
が
あ
る
こ

と
が
必
ず
し
も
困
難
で
は
な
い
こ
と
を
感

じ
さ
せ
て
く
れ
る
の
で
す
。

大
口
町
に
も
車
椅
子
の
生
活
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
精
力
的
な
活
動
を
さ
れ

て
い
る
『
車
い
す
シ
ェ
フ
』
の
伊
藤
健
さ

ん
（
余
野
）
が
い
ま
す
。
現
在
、
東
海
地

方
で
『
車
い
す
シ
ェ
フ
』
と
し
て
料
理
教

室
や
講
演
、
執
筆
、
他
に
町
内
の
ま
ち
づ

く
り
活
動
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲子どもたちに料理を教える伊藤さん
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伊
藤
さ
ん
は
、
も
と
も
と
名
古
屋
市
の

有
名
イ
タ
リ
ア
店
で
働
く
シ
ェ
フ
で
し

た
。
６
年
前
に
突
然
痙
攣
け
い
れ
ん
で
倒
れ
、
２
か

月
間
意
識
を
失
い
ま
し
た
。
病
名
は
「
非

ヘ
ル
ペ
ス
辺
縁
系
側
頭
葉
脳
炎
」。
意
識

が
戻
っ
た
と
き
に
は
下
半
身
の
自
由
を
失

っ
て
い
ま
し
た
。

病
気
に
な
る
前
は
、
ア
ウ
ト
ド
ア
が
趣

味
の
仕
事
人
間
。
車
椅
子
の
生
活
と
な
り
、

そ
れ
ま
で
の
生
活
の
す
べ
て
を
あ
き
ら
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
夢
を
持

っ
て
生
き
て
い
た
自
分
に
と
っ
て
、
障
が

い
と
は
そ
れ
を
断
ち
切
り
、
挫
折
を
味
わ

う
こ
と
だ
っ
た
そ
う
で
う
す
。

し
か
し
そ
ん
な
中
で
も
よ
か
っ
た
と
思

え
る
こ
と
も
あ
る
と
…
。

「
そ
れ
は
、
今
ま
で
何
と
も
思
わ
な
か

っ
た
小
さ
な
こ
と
が
す
ご
く
幸
せ
に
感
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
こ
と
で
す
。

例
え
ば
、
朝
の
コ
ー
ヒ
ー
や
友
だ
ち
と

の
お
し
ゃ
べ
り
の
時
間
が
、
と
て
も
大
き

な
幸
せ
に
感
じ
ら
れ
る
の
で
す
。
今
で
は
、

障
が
い
が
『
神
様
が
与
え
て
く
れ
た
、
人

生
の
起
点
で
は
な
い
か
？
』
と
さ
え
思
っ

て
い
ま
す
。
健
常
者
で
は
見
る
こ
と
の
で

き
な
か
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
健
常
者
の
生
活
と
障
が
い
者
の
生

活
の
両
方
を
知
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
分
か
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

障
が
い
者
が
社
会
の
中
で
意
見
の
言
え
る

立
場
に
な
れ
ば
、
も
っ
と
も
っ
と
暮
ら
し

や
す
い
世
の
中
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
私

が
活
動
を
通
し
て
意
見
を
言
う
こ
と
に
よ

り
世
の
中
が
少
し
ず
つ
で
も
変
わ
っ
て
い

け
ば
、
う
れ
し
い
と
思
い
ま
す
」
と
伊
藤

さ
ん
は
語
り
ま
す
。

こ
の
特
集
で
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に

障
が
い
者
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
障

が
い
者
と
健
常
者
が
一
緒
に
暮
ら
せ
る
や
さ

し
い
社
会
を
つ
く
る
こ
と
を
ほ
ん
の
少
し
考

え
て
い
た
だ
け
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

「
障
が
い
者
」
を
広
辞
苑
で
引
く
と
、

こ
の
よ
う
な
説
明
が
載
っ
て
い
ま
す
。

【
身
体
障
が
い
・
知
的
障
が
い
・
精
神
障

が
い
が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
・
社
会
生

活
に
継
続
的
に
相
当
な
制
限
を
受
け
る

者
】
つ
ま
り
、「
生
活
を
す
る
上
で
困
っ

て
い
る
人
」「
普
通
に
暮
ら
し
に
く
い
人
」

と
考
え
て
く
だ
さ
い
。

障
が
い
者
は
、
障
が
い
の
種
類
に
よ
っ
て

次
の
３
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す

①
身
体
障
が
い
者

手
や
足
の
不
自
由
な
人
・
目
の
見
え
な

い
、
ま
た
は
耳
の
聴
こ
え
な
い
人
・
日

常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
内
臓
疾
患

（
心
臓
、
腎
臓
、
肝
臓
な
ど
の
障
が
い
）

の
あ
る
人
な
ど

②
知
的
障
が
い
者

自
閉
症
・
ダ
ウ
ン
症
な
ど
、
頭
脳
を
使

う
知
的
行
動
に
支
障
が
あ
る
人

③
精
神
障
が
い
者

う
つ
病
・
統
合
失
調
症
な
ど
、
生
活
全
般

に
支
障
を
き
た
す
精
神
疾
患
の
あ
る
人

障
が
い
者
と
は

実は聞こえていないのです

見た目では分からない…

無視された？

どうして
返事しないの？

種類や重さによっては
見た目では分からない
障がいも多くありま
す。正しく理解すれば
コミュニケーションも
とりやすくなります
ね。

筆談もいいけれ
ど、ゆっくりはっ
きり話してくれ
れば口の形を読
み取って理解（口
話）できる人も
いるのよ！

筆談で会話し
てみよう！

特 集

身体障がい者 知的障がい者

難病患者 精神障がい者

発達障がい者

障がい者福祉サービスの対象者

※注1

※注2
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こ
の
中
に
は
外
見
で
判
断
で
き
る
障
が

い
と
外
見
で
は
判
別
で
き
な
い
障
が
い
が

あ
り
ま
す
。

内
臓
疾
患
の
あ
る
人
、
精
神
障
が
い
者

な
ど
は
、
見
た
目
に
障
が
い
が
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
に
く
い
た
め
、
普
段
の
生
活
で

理
解
さ
れ
ず
、
と
て
も
困
っ
て
い
る
こ
と

が
多
い
の
で
す
。

※
注
１

難
病

原
因
も
治
療
法
も
医
学

的
に
確
立
し
て
い
な
い
病
気
で
、
か
つ

経
過
が
慢
性
に
わ
た
り
経
済
的
に
も
介

護
の
上
で
も
家
族
に
負
担
の
大
き
い
も

の
※
注
２

発
達
障
が
い

自
閉
症
、
ア
ス
ペ

ル
ガ
ー
症
候
群
そ
の
他
の
広
汎
性
発
達
障

が
い
、
学
習
障
が
い
、
注
意
欠
陥
多
動
性

障
が
い
、
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
脳
機
能

の
障
が
い
で
あ
っ
て
そ
の
症
状
が
通
常
低

年
齢
に
お
い
て
発
現
す
る
も
の

日
本
で
は
「
障
が
い
者
」
と
い
う
認
定

を
受
け
る
と
、
①
〜
③
そ
れ
ぞ
れ
の
種
類

の
「
障
が
い
者
手
帳
」
が
交
付
さ
れ
、
手

帳
を
受
け
取
っ
た
人
は
障
が
い
の
程
度
に

よ
っ
て
、
次
の
よ
う
な
制
度
が
あ
り
ま
す
。

▽
税
金
面
の
控
除

▽
医
療
費
助
成
（
等
級
に
よ
る
）

▽
そ
の
他

※
補
装
具
等
の
交
付
、
公
共
交
通
機
関
の

割
引
、
公
共
施
設
の
入
場
料
割
引
、
駐

車
禁
止
除
外
等

障
が
い
者
手
帳
は
障
が
い
を
持
っ
た
人

が
少
し
で
も
暮
ら
し
や
す
く
な
る
た
め
の

福
祉
制
度
で
す
が
、
日
本
は
先
進
国
の
中

で
長
い
間
低
い
水
準
に
あ
り
ま
し
た
。
日

本
の
障
が
い
福
祉
施
策
が
整
備
さ
れ
て
き

た
の
は
ご
く
近
年
の
こ
と
で
、
障
が
い
者

の
「
自
立
や
社
会
参
加
の
援
助
」
が
唱
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
平
成
に
入
っ

て
か
ら
の
こ
と
で
す
。

２
０
０
７
年
、
日
本
は
「
障
害
者
の
権

利
に
関
す
る
条
約
」
と
い
う
条
約
に
署
名

し
ま
し
た
が
、
そ
の
時
点
で
ま
だ
条
約
の

内
容
の
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
２
０
１
４
年
１
月
に
障
が
い
に
関
連

す
る
法
律
を
整
え
条
例
に
批
准
（
※
注
３
）

し
ま
し
た
。
よ
う
や
く
日
本
も
世
界
水
準

に
近
づ
く
一
歩
を
踏
み
出
し
た
と
こ
ろ
と

い
え
ま
す
。

※
注
３

批
准

条
約
や
協
定
（
国
と
国

と
の
と
り
き
め
。
国
際
的
な
ル
ー
ル
）

を
最
終
的
に
、
国
と
し
て
確
認
・
同
意

す
る
こ
と
。
批
准
す
る
か
ど
う
か
は
国

会
で
決
定
。

福
祉
に
お
け
る
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
と
は
、
障
が
い
者
を
特
別
な
存
在
と
考

え
る
の
で
は
な
く
、
一
般
社
会
の
中
で
普

通
の
生
活
が
送
れ
る
よ
う
仕
組
み
を
整

え
、「
障
が
い
者
が
い
る
社
会
」
こ
そ
が

「
普
通
」
と
考
え
る
と
い
う
理
念
で
す
。

大
口
町
に
は
１
０
０
０
人
を
超
え
る
障

が
い
者
が
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
大
口
町
の

人
口
の
約
５
％
に
あ
た
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

大
口
町
に
は
２０
人
に
一
人
の
割
合
で
何
ら

か
の
障
が
い
を
持
っ
た
人
が
暮
ら
し
て
い

ま
す
。
そ
う
は
い
っ
て
も
、
実
際
に
は
皆

さ
ん
の
周
り
で
障
が
い
を
持
っ
た
人
を
見

か
け
る
こ
と
は
少
な
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
？

現
在
の
日
本
社
会
が
障
が
い
者
に
と
っ

て
は
ま
だ
ま
だ
生
活
し
づ
ら
い
仕
組
み
に

な
っ
て
い
て
、
な

か
な
か
外
出
で
き

な
い
、
一
人
で
行

動
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
な
い
の

が
要
因
の
一
つ
で

す
。

車
椅
子
の
伊
藤
さ
ん
が
海
外
を
旅
行
し

た
と
き
、
現
地
の
人
が
あ
い
さ
つ
が
わ
り

に
「
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
何
で
も
言

っ
て
ね
」
と
声
を
掛
け
て
く
れ
た
そ
う
で

す
。「

バ
ス
に
乗
ろ
う
と
し
た
ら
、
東
南
ア

ジ
ア
系
の
方
が
「
乗
る
の
ー
？
」
と
、
ひ

ょ
い
と
背
負
っ
て
乗
せ
て
く
れ
、
周
り
の

人
も
当
た
り
前
の
よ
う
に
手
伝
っ
て
く
れ

る
。
日
本
み
た
い
に
、
街
が
バ
リ
ア
フ
リ

ー
で
整
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い

の
で
す
が
、
ハ
ー
ト
の
部
分
で
そ
こ
を
補

っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
『
見
ら

れ
て
る
』
と
感
じ
た
こ
と
が
、
海
外
で
は

『
見
守
ら
れ
て
い
る
』
と
い
う
感
じ
で
し

た
」
小
さ
な
幸
せ
が
す
ご
く
大
き
く
感
じ

た
そ
う
で
す
。『
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
』

が
進
ん
で
い
る
の
で
す
ね
。

日
本
の
障
が
い
福
祉
施
策

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
は
…

特 集

「特別」「特別」
ではなく…ではなく…
「特別」
ではなく…

みんな一緒に ノーマライゼーション

こ
ん
な
こ
と
理
解
し
て
ほ
し
い

冷
や
や
か
な
目
で
見
な
い
で
ほ
し
い
。

親
の
し
つ
け
が
悪
い
と
思
わ
な
い
で

ほ
し
い
。

暴
れ
て
い
て
も
、
危
害
を
加
え
る
こ

と
は
な
い
。

困
っ
て
い
る
と
き
、
声
を
か
け
て
も

ら
え
る
と
う
れ
し
い
。

・・・・大
口
町
知
的
障
が
い
者
関
係
団
体
ヒ
ア
リ
ン
グ
よ
り
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特 集

点字ブロックは点字ブロックは
視覚障がい者の　　　視覚障がい者の

命綱　　　　　　　　命綱

点字ブロックは
視覚障がい者の

命綱

点字ブロック②

あっ！

視覚障がい者にとって、
歩道の点字ブロックは
方向や止まる場所を示
しています。それが分
からないと、交差点と気
づかずに渡ってしまい
事故に遭いかねません。

まずは、点字ブ
ロックの上をふ
さがないことか
ら始めよう！

思いやりの気
持ちって大切
ね。

点字ブロッ
クの上に自
転車が！

点字ブロック①

そうなんだー。

それでね…あっ！

こんな場合どうする？

……………。

視覚障がい者の中に
は、音（耳）を頼りに
歩いている方もいま
す。邪魔にならない
ようにと急に静かに
されると困ることが
あるんですよ。

他の人と同様に
接すればいいの
ね。

あらゆる音が
頼りなんです。

ち
ょ
っ
と
し
た

気
づ
き
を
持
っ
て
い
た
ら…



平成26年5月号10

特 集

誰のもの？独り言ちょっとした気配り

人の服…大きな声。そこに止める？

ちょっとだったら
いいでしょ！ びっくり

した。 ダメだよね。

あ
れ
？

○
○
さ
ん
の
服
！

ど
う
し
て
着
て
る
の
？

理由があったんだ…心を落ち着かせる行動他人のことを
思いやる行動を…

寒がる薄着の友人に自
分が着ていた服を着せ
てあげたのでした。し
ばらくすると、自分も
寒くなったのでよく分
からず他人の服を着て
しまった。

周りから見ると、理解
できない行動も、本人
にとって気持ちを落ち
着かせる行動であった
りします。決して周り
の人を驚かそうとして
いる訳ではありませ
ん。

建物の入口に近い駐車場
は、障がい者や小さな子
を持つ親子、お年寄りに
使ってもらうよう空けて
おく…。こんな思いやり、
身近なところから始めて
みませんか？

誰の服か分から
なかったのね。障がい者の犯罪

率は健常者より
はるかに少ない
の。

さりげない気配り
を忘れないように
したいね。

障がいの個人差
によってさまざ
まな理解が必要
だね。

偏見や誤解を受
けやすいよね。

自分にできるこ
とから始めたい
な。



大
口
町
で
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
が

「
相
談
事
業
」
で
す
。
大
口
町
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
が
町
の
委
託
を
受
け
、
社

会
福
祉
士
が
随
時
相
談
を
お
こ
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、

役
場
福
祉
こ

ど
も
課
に
も

２
名
の
精
神

保
健
福
祉
士

が
常
駐
し
て

相
談
を
受
け

て
い
ま
す
。

精
神
保
健
福
祉
士
さ
ん
の
話

「『
顔
の
見
え
る
』
相
談
業
務
を
心
掛

け
て
い
ま
す
。
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
て
い
る
方
に
関
し
て
は
、
ほ
と

ん
ど
全
員
顔
と
名
前
が
一
致
し
、
家
族

状
況
も
把
握
し
て
い
ま
す
。
人
口
の
少

な
い
大
口
町
な
ら
で
は
の
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
相
談
で
す
。
障
が
い
者
本
人
だ
け

で
な
く
家
族
の
方
も
気
軽
に
お
話
に
き

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」。
窓

口
で
は
、
話
を
す
る
こ
と
で
気
持
ち
の

整
理
が
で
き
、
心
の
中
に
あ
る
答
え
が

自
然
と
引
き
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
そ

う
で
す
。

そ
の
他
、
町
内
に
は
ま
ち
づ
く
り
団
体

等
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
障
が
い
者
福
祉
に

関
す
る
取
り
組
み
を
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。

当
事
者
団
体
の
活
動

▽
大
口
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
（
身
体

障
が
い
）
身
体
障
が
い
者
の
福
祉
向
上

や
文
化
活
動
の
支
援
等
を
目
的
に
創
立

▽
大
口
町
心
身
障
害
児
（
者
）
親
の
会

（
知
的
・
身
体
障
が
い
）
知
的
・
身
体

に
障
が
い
を
も
つ
親
が
子
ど
も
の
幸
せ

を
願
い
地
域
で
活
動
で
き
る
仕
組
み
の

充
実
を
求
め
よ
う
と
発
足

▽
し
ら
ゆ
り
会
大
口
支
部
（
精
神
障
が
い
）

家
族
同
士
が
助
け
合
い
、
こ
こ
ろ
の
病

を
持
つ
方
の
回
復
を
助
け
社
会
復
帰
で

き
る
よ
う
支
援

▽
大
口
町
Ｎ
Ｐ
Ｏ
登
録
団
体
「
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ

お
お
ぐ
ち
」
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

普
及
事
業
の
一
環
と
し
て
障
が
い
を
知

っ
て
も
ら
う
た
め
に
小
中
学
校
や
支
援

者
に
向
け
て
、
体
験
型
の
公
演
『
キ
ャ

ラ
バ
ン
隊
』
を
実
施

▽
大
口
町
社
会
福
祉
協
議
会

小
中
学
校

の
福
祉
実
践
教
室

障
が
い
者
の
弁
護

士
相
談

今
回
の
取
材
を
通
し
、
障
が
い
の
あ
る

人
に
と
っ
て
一
番
の
「
障
壁
」
は
、
周
り

の
人
の
無
理
解
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
一
人
で
も
多
く
の
人
が
障
が
い
に

つ
い
て
関
心
を
も
ち
、
理
解
を
す
る
こ
と

が
大
切
な
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

昨
夏
、
町
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

「
手
話
サ
ー
ク
ル
ほ
ほ
え
み
」
が
お
こ
な

っ
た
親
子
向
け
の
「
楽
し
い
手
話
教
室
」

を
取
材
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
耳
の

聞
こ
え
る
仕
組
み
の
説
明
か
ら
、「
あ
い

う
え
お
」
や
自
分
の
名
前
を
手
話
で
表
し
、

最
後
は
と
な
り
の
ト
ト
ロ
の
「
さ
ん
ぽ
」

を
手
話
で
歌
う
と
い
う
楽
し
い
講
座
で
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
実
際
に
は
耳
の
き

こ
え
な
い
人
と
接
し
た
こ
と
は
な
い
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
よ
う
な
講
座
に

参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
世
の
中
に
耳

の
聞
こ
え
な
い
人
が
い
る
こ
と
、
ま
た
耳

の
聞
こ
え
な
い
人
に
は
ど
の
よ
う
な
助
け

が
必
要
な
の
か
を
学
び
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
の
地
道
な
活
動
が
、
障
が
い

の
理
解
を
広
め
る
第
一
歩
と
な
っ
て
い
る

こ
と
を
頼
も
し
く
感
じ
ま
し
た
。

障
が
い
は
い
つ
誰
に
お
こ
る
も
の
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
障
が
い
者
に
と
っ
て
暮
ら
し

や
す
い
社
会
と
は
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い

社
会
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
今
ま
で
知
ら
な

か
っ
た
障
が
い
に
つ
い
て
関
心
を
も
ち
、
ま

ず
は
簡
単
な
気
配
り
か
ら
始
め
て
「
み
ん
な

で
暮
ら
す
や
さ
し
い
ま
ち
」
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

『
顔
の
見
え
る
』
相
談
業
務

障
が
い
の
こ
と
、
も
っ
と
知
ろ
う

特 集

取材・文／大口町NPO登録団体ZOOM 絵／倉知美帆（大口町NPO登録団体もやい）

平成26年5月号 11

健康・医療 27

平成24年度 相談内容

保育・教育
24

福祉サービス
利用等 266

生活技術
251

その他 38

就労
33

▲大口町地域包括支援センター



10年後も元気でいよう！10年後も元気でいよう！10年後も元気でいよう！10年後も元気でいよう！10年後も元気でいよう！おおぐち２万人元気計画

元気づくりプロジェクト通信 No.25

この計画は、平成23年度から推進している『おおぐち2万人元気計画』「10年後も元気でいよう！」を実現するた
め、町民の皆さんの10年先の健康をめざした具体的な方向性を示した指針です。
生涯を通じて健康でいきいきと過ごすためには、認知症や寝たきりにならない状態で生活できる期間 （すなわち

「健康寿命」）の延伸をめざしていく必要があります。
この計画は、各種機関や団体、企業の皆さんなど町民の皆さんと行政が協働で推進していくものです。あらゆる
面で、みなさんのご協力をお願いします。
具体的な内容は、広報5月号と一緒に配布しました【概要版】をご覧ください。

『健康おおぐち21第二次計画』『健康おおぐち21第二次計画』『健康おおぐち21第二次計画』
大口町の健康づくり計画

がはじまります！

「健康づくり＝町づくり」「健康づくりの主役は住民」と考え、健康寿命の延伸と生活の質（QOL）の向上をめざし、は

※6月号から健康おおぐち21第二次計画のいちおし事業および重点項目を順次紹介していきます。

「健康で 笑顔の大口 みんな元気 ずっと元気！！」「健康で 笑顔の大口 みんな元気 ずっと元気！！」
を大目標に掲げました。～見直そう 生活習慣～～見直そう　生活習慣～～見直そう 生活習慣～

平成26年5月号12

申込みおよび問合せ 蘂94―0051

今
月
の
健
康
俳
句

侘
助
の
か
た
き
蕾
や
雨
し
づ
く

神
谷
さ
ち

今
月
の
健
康
川
柳

気
ま
ぐ
れ
な
陽
気
着
替
え
も
役
者
並
み

天
野
信
和

駐
車
場
の
車
い
す
マ
ー
ク

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
は
、
旅
行
や

買
い
物
に
出
か
け
る
方
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
車
で
観
光
地
や
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
行
っ
た
際
に
、
駐
車

場
で
図
の
よ
う
な
マ
ー
ク
を
目
に
し
た
こ

と
が
あ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
マ
ー
ク
は
「
障
が
い
者
が
利
用
で

き
る
建
築
物
、
施
設
で
あ
る
こ
と
を
明
確

に
示
す
世
界
共
通
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
」

で
、
お
店
や
施
設
が

移
動
等
の
困
難
な
方

の
た
め
に
設
置
し
た

『
配
慮
』
の
一
つ
で
す
。

多
く
の
方
が
お
店
や
施
設
を
利
用
し
ま

す
。
そ
の
中
に
は
当
然
、
車
い
す
を
使
っ

て
い
る
方
も
あ
れ
ば
、
内
部
障
が
い
な
ど

見
た
目
で
は
分
か
り
に
く
い
障
が
い
の
方

も
み
え
ま
す
。
よ
っ
て
、
誰
が
移
動
困
難

な
の
か
、
障
が
い
者
な
の
か
確
認
す
る
こ

と
は
非
常
に
難
し
い
こ
と
で
す
。

誰
が
利
用
で
き
る
の
か
対
象
を
限
定
す

る
こ
と
が
大
切
な
の
で
は
な
く
、
ど
う
い

う
人
に
必
要
な
も
の
な
の
か
を
皆
が
考

え
、
思
い
や
る
事
が
大
切
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

す
べ
て
の
方
が
お
店
や
施
設
を
気
持
ち

よ
く
利
用
で
き
る
よ
う
、
お
互
い
に
意
識

し
協
力
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

大
口
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

蘂
９４
ー

２
２
２
７

こ
ん
に
ち
は
！
高
齢
者
と
障
が
い
者
の
総

合
相
談
窓
口
の
大
口
町
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
で
す
。

健康おおぐち21 第二次計画
平成26度～平成35年度

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
大
口
俳
句
会
・
大
口
川
柳
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、「
こ
こ
ろ
」
の
健
康
づ
く
り
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
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94̶005194̶0051
（ほほえみプラザ2階）

対象 町内にお住まいで、勤務先等でがん検診を受ける機会のない方
※対象年齢は平成27年3月31日現在の年齢でお考えください。
※集団検診または個別検診のどちらかを年に1回受診できます。
検診費用 受診時の受付窓口でお支払いください。
持ち物 検診パスポート（持っていない方は健康生きがい課窓口もしくは受診先の窓口にて発行します）

年に一度は、がん検診を受けましょう年に一度は、がん検診を受けましょう年に一度は、がん検診を受けましょう

生 年 月 日

昭和38年 (1963)4月2日～昭和39年 (1964)4月1日

昭和33年 (1958)4月2日～昭和34年 (1959)4月1日

昭和28年 (1953)4月2日～昭和29年 (1954)4月1日

年齢

20歳

40歳

45歳

50歳

55歳

60歳

検診の無料クーポン券を節目の年齢の方に郵送します。大口町が
ん検診を集団検診もしくは個別検診のどちらかを選んで健康管理
のために受診してください。

H26年度から超音波は毎年受診可能。ただし、35歳以上の和暦偶数年
生まれの人は、ＭＭＧか超音波のどちらかを選んで１回受診できます。

（和暦偶数年生まれ）

無料
無料（※事前申請）

肺がん検診（結核検診を含む）

日 程 午前9時30分から
10時15分

午前11時15分から
正午

午後2時から
2時45分

日 程 午前10時15分から
11時

午後1時30分から3時

5月26日（月） 中小口地区
コミュニティセンター

さつきケ丘防災
センター

余野学共施設

5月27日（火） 河北学供施設 上小口学供施設 下小口学共施設

6月2日（月） 豊田学共施設 秋田学共施設

6月3日（火） 大屋敷学共施設 保健センター
（同日 前立腺がん検診実施）

外坪学共施設

※当日、会場にて大腸がん検診を受け付けします。

受付 5月9日（金）午前９時から健康生きがい課で受け付けします。
※各検診とも定員になり次第受け付けを終了します。（電話予約可）

午後の乳がん検診は子宮頸がん検診と同時に
受診する方を優先します。乳がん単独の方は
午前中の時間を予約してください。

日 程

乳がん検診（ＭＭＧ）

前立腺がん検診

子宮頸がん検診

6月3日（火）

6月6日（金）

6月20日（金）

午 前 午 後

乳がん検診 (超音波）

胃がん検診

集団がん検診（前期）実施場所 保健センター

肺がん検診

子宮頸がん検診
乳がん検診（ＭＭＧ）

骨密度測定

6月24日（火）

大腸がん検診

大腸がん検診

大腸がん検診

午後の乳がん検診は子宮頸がん検診と同時に
受診する方を優先します。乳がん単独の方は
午前中の時間を予約してください。

大腸がん検診

20歳から 39歳

クーポンの種類 子宮頸がん

クーポンの種類 胃･肺･大腸･乳房･子宮

クーポンの種類 胃･肺･大腸･ 乳房･子宮･前立腺

前立腺がん
骨密度測定
歯周病予防健診
肝炎ウイルス検査
わかば健診

（Ｘ線のみ）
（Ｘ線＋喀痰）

500円
1,500円

40 歳以上
20歳以上
40歳以上
20歳以上

20歳以上

50歳以上
20歳以上
40歳以上
40歳以上

（Ｘ線のみ）無料（Ｘ線＋喀痰300円）肺がん検診
胃がん（Ｘ線）
胃がん（内視鏡）
大腸がん

2,000 円
2,000 円
500 円

1,500 円

検 診 対象年齢 集団検診 医療機関

肺がん検診 20 歳以上

（和暦偶数年生まれ）

検診の対象年齢と費用

1,000 円

400 円

700 円

300 円
300 円

500 円

（結核検診含む）

子宮頸がん

※乳がん（MMG）

※乳がん（超音波）

平成 5年 (1993)4月2日～平成 6年 (1994)4月1日

昭和48年 (1973)4月2日～昭和49年 (1974)4月1日

昭和43年 (1968)4月2日～昭和44年 (1969)4月1日

20歳以上

35歳以上

1,000 円

1,500 円

800 円

1,000 円

※

がん検診無料クーポン券のお知らせ



Vol.97

１
日
の
始
ま
り
は
、
今
日
の
健
康

を
仏
様
と
氏
神
様
に
祈
願
し
、
気
分

壮
快
に
迎
え
る
事
か
ら
で
す
。
健
康

保
持
の
た
め
、
週
４
回
位
リ
ハ
ビ
リ

マ
ッ
サ
ー
ジ
に
通
っ
て
い
ま
す
。
ス

ポ
ー
ツ
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

以
前
県
知
事
賞
大
会
で
準
優
勝
も
し

ま
し
た
。
ボ
ケ
防
止
は
新
聞
の
ク
イ

ズ
に
挑
戦
。
ヒ
ン
ト
を
頼
り
に
長
時

間
解
答
を
求
め
て
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
私
は
脊
柱
に
持
病
が
有
る
た
め
、

シ
ル
バ
ー
カ
ー
で
夕
方
毎
日
３０
分
位

歩
い
て
い
ま
す
。
健
康
は
規
則
正
し

い
生
活
か
ら
！

94̶005194̶0051
（ほほえみプラザ2階）

平成26年5月号14

古池 静雄さん

行 事 日／曜 受 付 時 間 対 象 者 等

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
（
健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
）
２
階

保
健
セ
ン
タ
ー

BCG予防接種 9（金） 午後1:00
～1:20

平成25年12月生まれ（予診票、母子手帳を持
参） ※対象以外は要予約

4か月児健診 28（水） 午後1:00
～1:20

平成26年1月生まれ ※助産師の母乳相談もあ
ります（4か月児健診対象者以外は要予約）

10か月児健診 13（火） 午後1:00
～1:20 平成25年7月生まれ

1歳6か月児健診 20（火） 午後1:00
～1:20 平成24年10月生まれ

3歳児健診 7（水） 午後1:00
～1:20 平成23年4月生まれ

2歳3か月児歯科健診 21（水） 午後1:00
～1:20

平成24年2月生まれ
（母子手帳、コップ、歯ブラシ、タオルを持参）

母子健康手帳交付説明会 1（木）
15（木）

午前9:40
～9:50

母子健康手帳発行、妊娠初期の保健指導
（妊娠届出書を持参）

子育て相談室 19（月） 午前9:00
～11:00

身長・体重測定、育児・発育・発達相談
※要予約

らくらく離乳食教室 21（水）
午前9:45
～10:00

離乳食前・中期のお話とデモンストレーション
※要予約

保健師・栄養士による
健康相談

9（金）
23（金）

午前9:30
～11:30

生活習慣病予防、食生活改善、その他健康についての相談
※第1・3金曜日は戸籍保険課でも相談できます。※要予約

歯科衛生士による口腔相談 9（金）
23（金）

午前9:30
～11:30

歯についての悩みや、歯のお手入れ方法などの
相談 ※要予約

歩く健康のつどい 13（火）
27（火）

午前9:30
～9:45 ストレッチ体操、1時間歩行など

ポールウォーキング
自主活動 毎週水曜日 午前9:30

～11:00
ポール体操とポールウォーキング
※予約不要（雨天中止）

地
域
で
の
介
護
予
防

ひだまりの会
（中小口地区コミュニティーセンター）

9（金）
23（金）

午前10:00

外出する機会の少ない高齢者の方を対象に、レクリエーシ
ョン・筋力トレーニング等介護予防活動をおこないます。

しなやかお達者の会
（余野学共施設）

13（火）
20（火） 介護予防のための筋力トレーニングを中心とし

た運動・その他レクリエーションをおこないま
す。しなやかお達者の会

（豊田学共施設）
13（火）
27（火）
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について
ご紹介します！33

シリーズ 大口町コミュニティバス大口町コミュニティバス大口町コミュニティバス大口町コミュニティバス大口町コミュニティバス

桜太朗くん 桜子ちゃん

コミバススタンプラリー（ビンゴ）に参加してね！
「大口町内イベントにバスでおでかけスタンプラリー第2弾」として、ビンゴ形式のスタ
ンプラリーを開催します。詳しくは、広報おおぐち4月号の折込チラシをご覧ください。

第
1
弾
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
は
、

た
く
さ
ん
の
方
が
参
加
し
て
く

れ
た
ん
だ
っ
て
♪

コミュニティバスサポート隊はメンバーを募集しています。気軽にお問い合わせください！

バス車内・喫茶ほほえみ・憩いの四季・御桜乃里
一期一会荘・さくら総合病院・大口町役場会計室

回数券・一日乗車券回数券・一日乗車券販売場所販売場所回数券・一日乗車券販売場所
全路線1乗車

100円
小学生以下無料

今
回
も
た
く
さ
ん
の
人
が
参
加
し

て
く
れ
る
と
い
い
な
〜

イベント開催日に、スタン
プラリーカードをもってバ
スでお出かけ♪
運転手さんにスタンプを押
してもらおう！
スタンプの印かんを1列ま
たは３列そろえて、プレゼ
ントをもらおう！

①

②

③

バスでお出かけスタンプラリー

夏のふれあい
フェスティバル

五条川自然塾

ワールド
スポーツ
フェスティバル

金助桜まつり

れんげまつり
ふれあいまつり
11月１日
～2日

やろ舞い大祭

町民体育祭

憩いの四季
まつり

バスサポ企画
コミバスツアー

まちづくり
協働フォーラム

こどものまち

ハートフルまつり
11月

4月6日 8月3日
ダンス＆

ミュージック
フェスティバル
12月

9月13日 4月26日

10月5日

2月

夏休みわくわく
チャレンジ講座
8月

おおぐち合唱祭
2月

8月 7月

3月

8月
未定

NPO法人まちねっと大口 毎週月曜日から土曜日
午前 9時から午後 5時まで 正午から午後 1時 祝日を除く
蘂 22-6642 メールmachinet@owari.ne.jp

問合せ先

5月12日は

の日です

民生委員
児童委員

地域には「あなた」を応援する民生委員・児童委員がいます。
あなたの心配事を解決するお手伝いをします。例えば…

民生委員・児童委員は…

問合せ先 ほほえみプラザ1階 福祉こども課 蘂94-1222

地域を見守り、地域住民の身近な相談相手、専門機関へのつなぎ役です。地域を見守り、地域住民の身近な相談相手、専門機関へのつなぎ役です。
地域住民の一員として、担当の区域において65歳以上の単身高齢者や高地域住民の一員として、担当の区域において65歳以上の単身高齢者や高
齢者世帯の安否確認や見守り、子ども齢者世帯の安否確認や見守り、子どもたちたちへの声かけなどをへの声かけなどをおこなおこなってって
います。子育ての不安・障います。子育ての不安・障がいがいや生活上の心配ごとなど、さまざまな相や生活上の心配ごとなど、さまざまな相
談に応じ、専門機関へのつなぎ役になります。談に応じ、専門機関へのつなぎ役になります。
民生委員・児童委員には法に基づく守秘義務があり、相談内容の秘密は民生委員・児童委員には法に基づく守秘義務があり、相談内容の秘密は
守られます。守られます。

地域を見守り、地域住民の身近な相談相手、専門機関へのつなぎ役です。
地域住民の一員として、担当の区域において65歳以上の単身高齢者や高
齢者世帯の安否確認や見守り、子どもたちへの声かけなどをおこなって
います。子育ての不安・障がいや生活上の心配ごとなど、さまざまな相
談に応じ、専門機関へのつなぎ役になります。
民生委員・児童委員には法に基づく守秘義務があり、相談内容の秘密は
守られます。

子育ての不安 高齢者のこと 障がい者のこと 災害時の不安



●
進
む
開
発
と
高
ま
る
浸
水
被
害
の
危
険
性

山
林
や
田
畑
な
ど
に
は
、
雨
水
を
一
時

的
に
貯
め
た
り
、
地
下
に
浸
透
さ
せ
る
機

能
が
あ
り
、
河
川
へ
の
雨
水
の
流
出
量
を

抑
え
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
今
日
で
は
開
発
が
進
み
、
地

表
面
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

に
覆
わ
れ
、
河
川
へ
短
い
時
間
で
多
く
の

雨
水
が
入
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め

に
洪
水
の
危
険
性
が
増
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
山
林
や
田
畑
を
適
正
に
保

全
し
て
い
く
こ
と
が
、
河
川
や
下
水
道
等

の
整
備
と
共
に
非
常
に
重
要
と
な
り
ま
す
。

●
浸
水
被
害
を
防
ぐ
総
合
治
水
対
策

洪
水
や
浸
水
を
防
ぐ
た
め
、
川
幅
を
拡

げ
た
り
、
川
底
を
掘
る
な
ど
の
河
川
の
改

修
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け

で
は
、
急
激
な
開
発
に
よ
っ
て
増
加
す
る

雨
水
を
安
全
に
流
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
流
域
内
に
雨
を
貯
め
た
り
地
下

に
浸
透
さ
せ
る
施
設
を
造
り
、
河
川
に
一

度
に
入
っ
て
く
る
雨
水
の
量
を
減
ら
す
こ

と
が
必
要
で
す
。

●
特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法

の
適
用
（
平
成
１８
年
１
月
１
日
か
ら
）

新
川
流
域
で
は
「
総
合
治
水
」
を
進
め

て
き
ま
し
た
が
、
平
成
１２
年
に
東
海
豪
雨

に
よ
る
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
さ
ら
に
強

力
な
「
総
合
治
水
対
策
」
が
必
要
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
平
成
１８
年
１
月
１
日
か
ら
新

川
流
域
を
「
特
定
都
市
河
川
流
域
」
に
指

定
し
、
次
の
取
り
組
み
を
お
こ
な
っ
て
い

ま
す
。

①
雨
水
浸
透
阻
害
行
為
の
許
可
等

田
畑
な
ど
締
め
固
め
ら
れ
て
い
な
い
土

地
で
５
０
０
㎡
以
上
の
開
発
を
お
こ
な
う

場
合
は
、
愛
知
県
知
事
の
許
可
が
必
要
で

す
。
技
術
的
基
準
に
従
っ
た
雨
水
貯
留
浸

透
施
設
の
設
置
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

②
流
域
水
害
対
策
計
画
の
策
定

町
と
県
、
河
川
と
下
水
道
が
共
同
し
て
、

総
合
的
な
浸
水
被
害
対
策
を
推
進
す
る
計

画
を
策
定
し
、
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
な

お
、
計
画
は
平
成
１９
年
１０
月
に
公
表
さ
れ

ま
し
た
。
内
容
に
つ
い
て
は
、「
新
川
・
境

川
流
域
総
合
治
水
対
策
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

③
保
全
調
整
池
の
指
定

こ
れ
ま
で
に
宅
地
開
発
指
導
要
綱
な
ど

に
基
づ
い
て
整
備
し
て
い
た
だ
い
た
既
設

の
防
災
調
整
池
を
保
全
調
整
池
と
し
て
指

定
し
、
保
全
を
図
り
ま
す
。

④
都
市
洪
水
想
定
区
域
お
よ
び

都
市
浸
水
想
定
区
域
の
指
定

河
川
の
氾
濫
や
低
地
の
浸
水
が
想
定
さ

れ
る
区
域
を
指
定
（
平
成
２０
年
６
月
）
し
、

区
域
に
お
け
る
円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
の

確
保
を
図
り
ま
す
。

●
皆
さ
ん
に
も
で
き
る
こ
と

総
合
治
水
は
、
国
や
県
、
町
だ
け
で
す

べ
て
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例

え
ば
、
家
を
建
て
る
と
き
に
「
浸
透
マ
ス
」

を
設
置
し
た
り
「
透
水
性
舗
装
」
に
す
る

こ
と
や
、
新
た
に
下
水
道
に
接
続
す
る
と

き
に
は
、
家
庭
の
浄
化
槽
を
雨
水
貯
留
浸

透
施
設
へ
転
用
す
る
な
ど
、
家
庭
の
皆
さ

ん
の
協
力
も
必
要
で
す
。
ま
た
、
風
呂
水

を
落
と
す
タ
イ
ミ
ン
グ
は
降
雨
時
を
避
け

ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
も
、
こ
の
機
会
に
、

総
合
治
水
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ボ
ー
ド
フ
ェ
ア

皆
さ
ん
に
総
合
治
水
を
理
解
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
図
や
写
真
を
用
い
た
パ
ネ
ル

の
展
示
を
お
こ
な
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階

町
民
ギ

ャ
ラ
リ
ー

期
間

６
月
３０
日
豺
か
ら
７
月
３
日
貅

●
総
合
治
水
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

総
合
治
水
に
関
す
る
情
報
は
、「
新
川
・

境
川
流
域
総
合
治
水
対
策
協
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.sougo-chisui.jp

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
建
設
農
政
課
か
ら
リ

ン
ク
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

役
場

建
設
農
政
課

蘂
９５
―

１
１
１
１

内
線
１
４
２

浸
透
マ
ス

透
水
性
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
作

っ
た
雨
水
マ
ス
で
す
。
浸
透
マ
ス
を
使
う

と
、
雨
水
は
大
地
に
浸
み
込
む
た
め
、
川

に
流
れ
る
雨
水
の
量
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

透
水
性
舗
装

雨
水
が
舗
装
の
中
を
通
り
抜

け
、
地
中
に
浸
み
込
む
舗
装
で
す
。

総
合
治
水
を
ご
存
じ
で
す
か
？

５
月
１５
日
貅
か
ら
２１
日
貉
は
総
合
治
水
推
進
週
間
で
す

新川流域の特定都市河川
浸水被害対策法のシンボルマーク

このシンボルマークは、
雨のしずくを受け、水を貯め、

緑をはぐくむことを
イメージしたものです。
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大
口
町
は
全
域
が

特
定
都
市
河
川
流
域
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
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４
８
０
０
１
９
０

扶
桑
局

承
認

240

料
金
受
取
人
払
郵
便

差
出
有
効
期
間

平
成
２
7 年
４
月

３
０
日
ま
で

＜
切
手
不
要
＞

下小口七丁目１５５番地
大口町役場 地域振興課

「桜さんの何でも言ってちょ」係 行

切
り
取
り
線

切
り
取
り
線

切り取り線

山折り

①用紙を太線に沿って切り取っ
てちょ。
②遠慮はいらんで、裏面にみん
なの意見を書いたってちょ。

③折曲げて、のり付けして封筒を作れば
できあがりじゃ。
④もし、意見が長くなる時は、便せんな
んかに書いて、入れてくれればええで
よー。
⑤切手を貼らずにポストへ入れてちょ。
内容は返事と一緒に広報おおぐちでみ
んなにお知らせするでよ。楽しみにし
とりゃー。

― 何でも言ってちょレターの作り方 ―
皆さんが、行政に対し、日頃、感じている提案や

疑問などはありませんか？
まちの主役は皆さんです。この「何でも言ってち

ょレター」は、皆さんの声を町政に反映することで、
より豊かで住みやすい大口町にする試みです。
皆さんから寄せられた貴重なご意見等は、内容に

応じて担当部署に送られ今後の運営に活かされま
す。ぜひ「私たちのまちを少しでも良くしたい」と
願うあなたの気持ちを、この手紙につづってお寄せ
ください。お待ちしています。
なお、回答を必要とされる場合は、「住所・氏名」

の記入が必須です。
問合せ先 役場 地域振興課
蘂95―1111 内線117

桜さんの 何でも言ってちょレター

苦
情
、
ご
意

見
、
ご
提
案
、

ど
ん
な
こ
っ
て
も

え
え
で
、
遠
慮
せ

ん
と
聞
か
せ
て

ち
ょ
！
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切
り
取
り
線

切
り
取
り
線

切り取り線

●おところ

●お名前 ●電話番号

について

の
り
し
ろ

の
り
し
ろ

の
り
し
ろ

のりしろ

の
り
し
ろ



近
年
、
環
境
へ
の
意
識
の
高
ま
り
と
と

も
に
、
循
環
型
社
会
の
実
現
を
目
指
す
動

き
が
進
ん
で
い
ま
す
。
町
で
も
、
さ
ま
ざ

ま
な
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

雨
水
利
用
簡
易
施
設
補
助

雨
水
の
有
効
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、

浄
化
槽
転
用
施
設
お
よ
び
簡
易
貯
留
施

設
を
設
置
さ
れ
た
方
に
補
助
し
ま
す
。

貯
留
槽
に
溜
ま
っ
た
雨
水
は
、
自
前
の

水
資
源
、
洗
車
、
屋
外
の
散
水
、
災
害

時
の
消
火
用
の
水
と
し
て
利
用
で
き
ま

す
。
ま
た
、
雨
水
を
貯
留
す
る
こ
と
は
、

渇
水
や
洪
水
の
軽
減
等
に
も
効
果
を
発

揮
し
ま
す
。

浄
化
槽
転
用
施
設

▽
１
世
帯
に
つ
き
１
基
ま
で

▽
清
掃
お
よ
び
工
事
に
要
す
る
経
費
の
２

分
の
１
の
額
（
限
度
額
８
万
円
）

簡
易
貯
留
槽

▽
１
世
帯
に
つ
き
２
基
ま
で

▽
購
入
お
よ
び
工
事
に
要
す
る
経
費
の
２

分
の
１
の
額
（
限
度
額
１
基
に
つ
き
２

万
５
０
０
０
円
）

生
ご
み
処
理
機
器
購
入
補
助

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み
の
資
源

化
を
促
進
す
る
た
め
、
た
い
肥
化
容
器

と
生
ご
み
処
理
機
を
町
内
の
販
売
店
で

購
入
さ
れ
た
方
に
補
助
し
ま
す
。

た
い
肥
化
容
器
（
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
容
器
）

▽
１
世
帯
に
つ
き
２
基
ま
で

▽
購
入
価
格
の
２
分
の
１
以
内
（
限
度
額

１
基
に
つ
き
５
０
０
０
円
）

生
ご
み
処
理
機
（
脱
水
お
よ
び
粉
砕
の
方

法
に
よ
る
も
の
は
除
く
）

▽
１
世
帯
に
つ
き
１
基
ま
で

▽
購
入
価
格
の
２
分
の
１
以
内
（
限
度
額

４
万
円
）

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
補
助

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
一
環
と
し
て

住
民
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
を
支

援
す
る
た
め
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設

置
す
る
方
に
対
し
補
助
し
ま
す
。
な
お
、

補
助
は
予
算
の
範
囲
内
で
申
請
書
の
先
着

順
に
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
予
算
が
な
く

な
り
次
第
受
け
付
け
を
終
了
し
ま
す
。
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
町
内
に
お
い
て
自
ら
が
所
有
し
、
か
つ
、

居
住
す
る
住
宅
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
方

▽
町
内
に
お
い
て
自
ら
の
居
住
の
用
に
供

す
る
た
め
、
新
築
す
る
住
宅
に
あ
わ
せ

て
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
よ

う
と
す
る
方

※
い
ず
れ
も
申
請
以
前
に
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
設
置
を
着
手
さ
れ
て
い
る
方
は

補
助
対
象
外
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
住
宅
工
事
契
約
内
に
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
に
係
る
契
約
が

含
ま
れ
て
い
る
場
合
、
住
宅
の
基
礎
工

事
着
手
が
着
手
日
と
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

▽
町
内
に
お
い
て
自
ら
居
住
す
る
た
め
建

売
住
宅
供
給
者
か
ら
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
付
き
新
築
住
宅
を
購
入
し
よ
う
と

す
る
方

▽
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
あ
た
り
２
万
円
（
限
度

額
８
万
円

４
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）

問
合
せ
先

環
境
課

蘂
９５
ー
１
１
１
１

内
線
１
６
１
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環
境
に
や
さ
し
い

補
助
制
度
の
ご
案
内

十一屋金物店（秋田）
ヨシヅヤ大口店（豊田）
丹羽エクステリア（豊田）
アピタ大口店（大屋敷）
JA愛知北大口支店（大屋敷）
バロー大口店（上小口）
杉浦農機具店（中小口）
名岐電設（下小口）

○

○
○

○
○
○
○
○
○
○

たい肥化
容器

生ごみ
処理機

生ごみ堆肥化容器
生ごみ処理機取扱い販売店

○は販売可

成人の集い実行委員

受付 午前9時30分から
開会 午前10時から
場所 大口町民会館
２階ホール

対象 平成6年４月２日から平成7年４月１日生まれの方
募集人員 30名程度 ※随時申し込みを受け付けています。
問合せ先 生涯学習課（中央公民館2階）
  蘂95-3155（月・火休み）

来年成人式を迎えるみなさん

平成26年度

平成27年1月11日（日）成人の集い開催日

生涯学習課では、「成人の集い」実行委員を募集して
おります。お友達と一緒にぜひご参加ください。

募集募集募集募集募集

自分たちの成人式を
自分たちの手で
作ってみませんか？



日
時

５
月
２５
日
豸

午
前
８
時
３０
分
か

ら
午
後
０
時
３０
分
ま
で
開
設

５
月
９
日
貊

午
後
７
時
ま
で
延
長

※
役
場
正
面
玄
関
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

６
月
２
日
豺
は
、
軽
自
動
車
税
・
自
動

車
税
の
納
付
期
限
で
す
。
４
月
１
日
現
在
、

自
動
車
を
お
持
ち
の
方
に
納
税
通
知
書
を

お
送
り
し
ま
す
の
で
、
通
知
書
に
記
載
の

納
付
場
所
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

納
税
に
は
便
利
で
安
全
な
口
座
振
替
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

▽
軽
自
動
車
税

役
場

税
務
課

蘂
９５
―

１
１
１
１

内
線
１
１
８

▽
自
動
車
税

愛
知
県
東
尾
張
県
税
事
務
所

蘂
０
５
６
８
―

８１
―

３
１
３
９

大
口
町
で
は
納
税
者
の
方
の
申
請
に
よ

り
、
軽
自
動
車
税
（
全
額
）
の
減
免
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

減
免
の
要
件

※
身
体
障
が
い
者
ま
た
は
戦
傷
病
者
が
所

有
し
て
い
る
軽
自
動
車
等
で
、
自
分
で

運
転
し
て
い
る
こ
と
。

※
身
体
障
が
い
者
、
戦
傷
病
者
、
精
神
障

が
い
者
ま
た
は
、
知
的
障
が
い
者
が
所

有
し
て
い
る
軽
自
動
車
等
で
、
そ
の
人

と
生
計
を
一
に
す
る
人
が
運
転
し
て
い

る
こ
と
。

※
身
体
障
が
い
者
（
１８
歳
未
満
）、
精
神
障

が
い
者
ま
た
は
、
知
的
障
が
い
者
で
、

そ
の
人
と
生
計
を
一
に
す
る
人
が
所
有

し
て
い
る
軽
自
動
車
等
で
、
そ
の
障
が

い
者
の
た
め
に
運
転
し
て
い
る
こ
と
。

※
身
体
障
が
い
者
、
戦
傷
病
者
、
精
神
障

が
い
者
ま
た
は
、
知
的
障
が
い
者
の
み

で
構
成
さ
れ
る
世
帯
で
、
常
時
介
護
し

て
い
る
人
が
、
そ
の
障
が
い
者
の
所
有

す
る
軽
自
動
車
等
で
、
そ
の
人
の
た
め

に
運
転
し
て
い
る
こ
と
。

注
意
点

※
減
免
は
、
障
が
い
者
等
１
人
に
つ
き
１

台
で
す
。
普
通
自
動
車
税
の
減
免
を
受

け
て
い
る
方
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

※
「
生
計
を
一
に
す
る
」
と
は
、
日
常
生

活
の
資
を
共
に
し
て
い
る
こ
と
を
い

い
、
必
ず
し
も
同
一
家
屋
に
同
居
し
て

い
る
か
ど
う
か
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
障
が
い
の
程
度
に
よ
っ
て
は
減
免
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

▽
身
体
障
害
者
手
帳
等
（
平
成
２６
年
３

月
３１
日
ま
で
に
交
付
さ
れ
た
も
の
）
▽

運
転
す
る
方
の
免
許
証

▽
認
印

▽

車
検
証

▽
納
付
書
（
納
付
前
の
も
の
）

※
減
免
を
受
け
る
方
は
、
５
月
２６
日
豺
ま

で
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
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収収
納納
窓窓
口口
のの
延延
長長
・・
開開
設設

軽軽
自自
動動
車車
税税
・・
自自
動動
車車
税税
のの
納納

税税
をを
おお
忘忘
れれ
なな
くく

軽軽
自自
動動
車車
税税
のの
減減
免免
にに
つつ
いい
てて

戦傷病者手帳の交付を受け
ており、町の基準に該当し
ている

障害の区分
障害の級別

身体障がい者が運転する
場合

身体障がい者※本人以外
が運転する場合

視覚障害 1級から4級までの各級 同 左

聴覚障害 2級および3級 同 左

平衡機能障害 3級 同 左

音声機能障害
3級（咽頭摘出による音声
機能障害がある場合に限
る）

――――

上肢不自由 1級および2級 同 左

下肢不自由 1級から6級までの各級 1級から3級までの各級

体幹不自由 1級から3級までの各級お
よび5級 1級から3級までの各級

乳幼児期以前の非進
行性の脳病変による
運動機能障害

上肢機能 1級および2級 同 左

移動機能 1級から6級までの各級 1級および3級までの各級

心臓機能障害

1級、3級および4級 1級および3級

じん臓機能障害

呼吸器機能障害

ぼうこう又は直腸の機能障害

小腸の機能障害

ヒト免疫不全ウイルスによる免疫
機能障害 1級から4級までの各級 1級から3級までの各級

肝臓の機能障害

《身体障がい者の軽自動車税減免基準》《戦傷病者の
軽自動車税減免基準》

厚生労働大臣の定めにより
交付を受けた療育手帳に、
障がいの程度が「A」と記
載されている

《知的障がい者の
軽自動車税減免基準》

精神保健および精神障害者
福祉に関する法律施行令の
規定により交付を受けた精
神障害者保健福祉手帳に
「1級」と記載されている

《精神障がい者の
軽自動車税減免基準》

※本人以外とは、身体障がい者と生計を一にする方、もしくは、単身で生活する身体障がい者を常時介護する方が運転する軽自動車の
場合をいいます。



▽
家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら

登
記
あ
り
家
屋

法
務
局
（
春
日
井
市
）

で
滅
失
登
記
を
し
て
く
だ
さ
い
。

登
記
な
し
家
屋

役
場
税
務
課
で
取
り
壊

し
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
自
動
車
等
を
廃
車
・
譲
渡
し
た
ら

原
動
機
付
自
転
車
お
よ
び
小
型
特
殊
自
動
車

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
・
印
か
ん
・
標

識
交
付
証
明
書
を
持
参
し
、
役
場
税
務

課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
自
動
車
等
を
購
入
し
た
ら

原
動
機
付
自
転
車
お
よ
び
小
型
特
殊
自
動
車

印
か
ん
・
販
売
証
明
書
ま
た
は
譲
渡

証
明
書
を
持
参
し
、
１５
日
以
内
に
役
場

税
務
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
住
所
な
ど
申
告
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た

場
合
も
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
原
動
機
付
自
転
車
お
よ
び
小
型
特
殊
自

動
車
以
外
の
手
続
き
場
所

※
三
輪
お
よ
び
四
輪
以
上
の
軽
自
動
車

軽
自
動
車
検
査
協
会
愛
知
主
管
事
務
所

小
牧
支
所

※
二
輪
小
型
自
動
車
・
普
通
車

中
部
運
輸
局
愛
知
運
輸
支
局

小
牧
自

動
車
検
査
登
録
事
務
所

※
軽
二
輪
自
動
車
（
１
２
６
cc
か
ら
２
５

０
cc
）

愛
知
県
軽
自
動
車
協
会
小
牧
分
室

※
車
両
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。

１
月
１
日
以
降
に
完
成
（
新
築
・
増
築
）

し
た
物
件
に
つ
い
て
は
、
平
成
２７
年
４
月

か
ら
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
る
た

め
、
今
年
６
月
か
ら
家
屋
調
査
を
お
こ
な

い
ま
す
。

問
合
せ
先

役
場

税
務
課

蘂
９５
―

１
１
１
１

内
線
１
１
８
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将来を担う若者の代表7名に、社本
育英事業奨学金を贈りました。
（敬称略）

前列左から
宮地 輝
宇野 智希
山口 優一
佐竹 優哉

後列左から
真田あや乃
井上 菖姫
宮田 未稀

社本育英事業奨学金授与式

税税
にに
関関
すす
るる
手手
続続
きき
のの
おお
知知
らら
せせ

家家
屋屋
調調
査査
にに
ごご
協協
力力
をを

生涯学習課開催講座アンケート

生涯学習課では「だれでも どこでも 気軽
に学べる」をモットーに、さまざまな分野でい
ろいろな講座を開催しています。さらに、町民
の方から「こんな講座をやってみたい」「こん
な講座を体験してみたい」などの率直なご意見
を伺い、より一層、講座内容充実を図りたいと
考えています。そのため下記の点についてご意
見をお願いします。
提出は大口町ホームページか生涯学習課（中

央公民館２階）窓口にて受け付けます。

アンケート内容
① 今後どのような講座に参加したいか。
② 講座に参加しやすい曜日、時間帯
③ 性別
④ 年代
⑤ その他（①～③以外の講座についてのご
意見）

受付
ホームページアドレス
http://www.town.oguchi.aichi.jp
生涯学習課のページより受け付けます。
期間
5月1日貅から31日貍まで
問合せ先
生涯学習課 中央公民館２階
蘂95－3155 薨95－6755



大口町のことは、大口町の図書館に行けば知ることがで
きるよう「郷土資料」として本を集め、未来につなげる資
料として、大切に書庫で保管しています。
郷土人として、大口町出身者や縁のある方の本も集めて

います。

雑
誌
の
リ
ユ
ー
ス
（
無
償
配
布
）

日
時

１０
日
貍

午
前
９
時
か
ら

場
所

図
書
館
の
階
段
入
口
付
近

今
月
の
休
館
日

７
日
貉
、
８
日
貅
、
１２
日
豺
、

１９
日
豺
、
２６
日
豺

※
祝
日
は
開
館
し
ま
す
。

開
館
時
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

問
合
せ
先

蘂
９５
―

３
９
９
９

新着ＤＶＤ＆ＣＤコーナー 【 5月10日貍に並びます】

バイリンガル 世界の童話 12巻
世界の名作童話を通して、楽しく英

語を勉強してみましょう。
日本語・英語音声と字幕を5つのタ

イプの組み合わせから選択できます。

先人の志を未来に繋ぐ 信じよう、本の力

図書館HP http://www.town.oguchi.aichi.jp/2193.htm
携帯電話 https://ilisod001.apsel.jp/oguchi_library/wopc/pc/mSrv

聴けば思わず口ずさみたくなる
極上の女性ヴォーカル曲。
オリジナル曲の存在感とアーテ

ィストの歌唱の魅力がいつまでも
輝きを放ち続けています。

歌姫プレミア Black・White

≪絵本≫
「けんぽう」のおはなし

井上 ひさし/原案
５月３日は「憲法記

念日」です。「けんぽう」
ってなんだろう？やさ
しい絵柄で、井上ひさ
しさんがわかりやすく
説明してくれます。

≪本≫ 東海自転車散歩
愛知・三重・岐阜南部・静岡西部

山と渓谷社/編
東海地方の魅力が

詰まった23のコース
を紹介。高低差の表
示や立ち寄りスポッ
トなど、サイクリン
グを満喫するための
情報が満載です。

大宇念々蠱 高木大宇
大口町小口出身。書家、高木天仙を父
とし、書道研究会宇門会を主宰。元愛知
学院大学教授。本名は健治。1930年8月
から2013年12月。堀尾跡公園の石舞台
や文化財収蔵庫に刻まれた文字の作者。
還暦から亡くなる83歳までの作品集。

どえりゃあええ、ほん・えほん

平成26年5月号22

先人の志を未来につなぐために

第56回 こどもの読書週間

おはなしエプロン

おはなし会

日時 5月4日豸 午前10時30分
対象 乳幼児
場所 児童室

日時 児童室の掲示板や館内
OPACやホームページでお
知らせしています。

場所 児童室

郷土人に関する資料を集めています。ご寄贈ください。
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今
年
で
６
回
目
と
な
り
ま
し
た
、
端
午

の
節
句
に
ち
な
ん
だ
企
画
展
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ま
よ
り
寄
贈
し
て
い
た
だ

い
た
五
月
人
形
や
段
飾
り
、
土
人
形
な
ど

展
示
し
、
新
聞
紙
な
ど
で
つ
く
る
端
午
の

節
句
に
ち
な
ん
だ
工
作
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り

ま
す
。

そ
し
て
、
冬
の
企
画
展
「
ひ
な
ま
つ
り
」

と
同
様
に
、
甲
冑
（
か
っ
ち
ゅ
う
）
や
、

陣
羽
織
を
着
て
写
真
撮
影
が
で
き
る
コ
ー

ナ
ー
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
家
族

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
こ
の
企
画
展
は
、

６
月
１
日
豸
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

写
真
撮
影
コ
ー
ナ
ー

▽
午
前
の
部

午
前
９
時
３０
分
か
ら
１１
時

３０
分

▽
午
後
の
部

午
後
２
時
か
ら
４
時

※
甲
冑
は
大
人
用
１
両
、
子
ど
も
用
２
両
、

陣
羽
織
は
、
サ
イ
ズ
別
に
５
着
取
り
揃

え
て
い
ま
す
の
で
、
ご
家
族
で
の
撮
影

も
可
能
で
す
。

※
必
ず
保
護
者
同
伴
の
上
、
カ
メ
ラ
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

※
撮
影
希
望
の
方
は
、
資
料
館
ス
タ
ッ
フ

に
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

※
受
付
状
況
に
よ
っ
て
は
１
時
間
以
上
お

待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

春
の
企
画
展

「
端
午
の
節
句
」
開
催
中

歴
史
民
俗
資
料
館

ご
利
用
案
内

休
館
日

月
・
火
・
水
曜
日

※
企
画
展
開
催
中
の
水
曜
日
は
開
館
し
ま

す
。

※
祝
日
は
開
館

開
館
時
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

入
館
料

無
料

問
合
せ
先

蘂
９４
―
０
０
５
５

皆
さ
ん
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

平成26年度 区長名簿（敬称略）
区 名

秋 田

豊 田

大屋敷

外 坪

河 北

余 野

上小口

中小口

下小口

垣 田

さつきケ丘

棚村 重三

井上 正直

前田 利寛

稲垣 猛

仙田 幹夫

吉田 満昇

松山 敏男

水野 美好

西村 敏男

武田 静雄

三原 滋朗

氏 名 主な大字・丁目（詳しくは区長さんにお尋ねください）

秋田一丁目～四丁目、伝右一丁目～二丁目、
替地一丁目～三丁目
豊田一丁目～三丁目、御供所一丁目～三丁目、
奈良子一丁目～三丁目、堀尾跡一丁目～三丁目、大字豊田
大屋敷一丁目～三丁目、大御堂一丁目～二丁目、高橋一丁目～二丁目、
丸一丁目～二丁目

外坪一丁目～五丁目

上小口一丁目～三丁目、萩島一丁目～二丁目、
大字小口字金三西・上山伏
中小口一丁目～五丁目、新宮一丁目～二丁目、城屋敷一丁目～二丁目、
大字小口字下之段・下山伏・城屋敷・地蔵堂・定光寺・馬場・宮之前、大字余野字宮前

下小口一丁目～七丁目、竹田一丁目～三丁目

垣田

さつきケ丘一丁目～二丁目

河北一丁目～三丁目、仲沖一丁目～二丁目、
二ツ屋一丁目～二丁目、大字河北

余野一丁目～六丁目

しげぞう

まさなお

としひろ

みきお

みつのり

としお

みよし

としお

しずお

しげあき

たける
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5月の行事

子育て支援

アルバム

近隣保育園の駐車場をご利用ください。

蘂95-3528

蘂95-7141

蘂96-0481

★スライム作り 5月2日（金） 午後3時30分から4時30分
★母の日のプレゼント作り「カーネーションのヘアピン」（元
気クラブ主催）
5月8日（木） 午後3時30分から4時30分 定員15名

★「プチ体験！アメリカの学校生活」（サラダボールCo．主催）
DVDと英語を使ったミニクイズやゲームなどをします。お
やつ、ドリンク付きです。
5月24日（土）午前10時から正午
費用 子ども100円 大人500円 親子500円
持ち物 コップ 対象 小学1年生から6年生 定員20名
申込み 5月7日（水）から

★チャレンジ「わなげ」
5月8日（木） 午後3時30分から4時30分

★母の日のプレゼント作り「チョコレート」（元気クラブ主催）
5月10日（土） 午後1時30分から3時
定員20名 費用100円
申込み 5月1日（木）から 先着順

★囲碁であそぼう（元気クラブ主催）
5月15日（木） 午後3時30分から4時30分
対象 小学生
大口町囲碁クラブ役員の方に教えていただきます。

★母の日プレゼント作り「ありがとう！お花カード」
5月8日（木）午後3時から
定員20名 費用50円 申込み 5月1日（木）から

★北児童センターまつり
5月17日（土）午前10時から午後1時30分
模擬店の前売り券販売を5月1日（木）から12日（月）ま
で、北児童センター窓口で販売します。

★やって見よう「伝言ゲーム」
5月19日（月）午後4時から

バーべキュウ いっぱいあそんで たのしいな（北小2年）
こいのぼり かぜにふかれて およいでる（北小3年）
はるのじき もうすぐおわる つぎはなつ（北小3年）

めだか広場（南)・ちびっこ広場(西）
2日（金）・9日（金）・12日（月）・16日（金）
19日（月）・23日（金）・26日（月）・30日（金）
コアラ広場（北）
2日（金）・9日（金）・12日（月）・23日（金）
26日（月）・30日（金）

※午前10時30分から11時30分
※3歳までの親子ならどなたでも参加できます。
なかよし（南）（西）（北）
20日（火）

※午前10時30分から11時30分
※平成26年度満3歳になるお子さんとその親
※各児童センターに乳幼児体重計を設置しましたので
ご利用ください。

※各児童センターでは、毎月ぬいとり、川柳、けん玉検定、折り紙、将棋、絵本の読み聞かせなどをおこなっていま
す。詳しくは、大口町ホームページや各児童センターにある「センターだより」をご覧ください。

※地域のみなさんも遊びに来てください。そんなふれ合いのできる児童センターを目指しています。
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※写真と本文は関係ありません。

http://www14.ocn.ne.jp/~o-tra-ce/

健康文化センター

トレーニングセンター利用についてほほえみプラザ通信

5月の園庭開放日

８
日
貅

２９
日
貅

１５
日
貅

２７
日
貂

１４
日
貉

２０
日
貂

１２
日
豺

２６
日
豺

※
時
間
は
午
前
１０
時
か
ら
１１
時

入
園
前
の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の

方
、
保
育
園
へ
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
？

南

保

育

園

西

保

育

園

北

保

育

園

大
口
中
保
育
園

鯉のように元気にたくましく育ってね

鯉という魚を知っていますか？
鯉は流れの速い川でも、流されないで元気よく

泳ぐ魚です。その鯉のように元気にたくましく、
大きくなってほしいと願い、こいのぼりを飾りお
祝いするのが「こどもの日」です。まわりの大人
たちも、みんなが大きくなるのを楽しみにしてい
ます。元気いっぱい外で遊んで、大きくなりまし
ょうね。

親子でフィットネス♪ 親子で簡単な運動や道具を使った運動、リズム遊びをします。ママのシェイプアッ
プ&親子のスキンシップとともに、心肺機能や骨形成の発達促進、脳の運動制御機能や知的機能の発達促進の効果
も期待できます。

日時 毎週金曜（月４回）午前10時30分から11時30分 場所 ほほえみプラザ4階和室
対象 １・２歳児とその親 料金 3か月 1万2,3４0円（１か月4,120円）
講師 鈴木圭子さん（キッズビクス・保育士資格）
リラックスルームのご案内 NEW足裏健康法 KUQ（クキュ）
場所 トレーニングセンター ５階
■ 足つぼ 足つぼを刺激して、身体を活性化！癒しの効果もあります。
料金 足裏快適コース 30分 1,850円／ひざ下爽快コース 40分 2,850円 施術者 伊藤やよいさん
■ 整膚 血行が良くなることで、肩こり・腰痛・体のむくみなどを改善します。
料金 40分 1,850円 担当 菅嶋麻里さん
■ 頭皮ほぐし 頭皮を中心に、首・肩・腕・手指までほぐします。
料金 30分 1,850円 担当 伊藤やよいさん
■ フェイシャル 肌の不調が増えるこの季節…春の
つや肌を手に入れよう！

料金 30分 1,450円 担当 永瀬亜衣さん
※申し込み、詳細はトレーニングセンター・フロン
トまでお問い合わせください。

問合せ先 トレーニングセンター 蘂94-0057

時間 ①午前10時から ②午後1時から ③午後6時から
場所 トレーニングセンター 体力測定室 他

2万人体力測定実施中
毎月第2水曜日は「体力測定の日」5月14日貉に実施します
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ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
目
前
、
家
族
そ

ろ
っ
て
観
光
地
へ
出
か
け
る
計
画
を
立
て

て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？

お
出
か
け
前
や
外
出
先
で
は
、
次

の
こ
と
に
注
意
し
火
災
予
防
に
心
掛
け
て

く
だ
さ
い
。

お
出
か
け
前
の
注
意
事
項

▽
ガ
ス
器
具
等
の
使
用
を
確
認
し
、
ガ
ス

の
元
栓
を
閉
め
ま
し
ょ
う
。

▽
ド
ラ
イ
ヤ
ー
や
充
電
器
等
必
要
な
い
電

気
製
品
は
、
プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン
ト
か

ら
抜
き
ま
し
ょ
う
。

▽
灰
皿
の
た
ば
こ
の
吸
い
殻
は
、
完
全
に

消
え
て
い
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

▽
留
守
中
の
放
火
対
策
と
し
て
、
家
の
周

囲
に
燃
え
や
す
い
物
を
置
か
な
い
よ
う

に
し
ま
し
よ
う
。

屋
外
で
の
注
意
事
項

▽
た
ば
こ
は
灰
皿
が
あ
る
と
こ
ろ
で
吸
い
、

携
帯
灰
皿
を
携
行
し
、
ポ
イ
捨
て
は
絶

対
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
紙
く
ず
な
ど
の
ゴ
ミ
類
は
、
火
災
の
発

生
、
延
焼
拡
大
の
原
因
と
な
る
た
め
、

持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

▽
バ
ー
べ
キ
ュ
ー
や
た
き
火
を
す
る
際
は
、

万
が
一
火
が
拡
大
し
た
場
合
に
備
え
、

近
く
に
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
な
ど
を
用

意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ゼ
リ
ー
状
の
着
火
剤
の
取
扱
い
に
つ
い
て

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
を
す
る
と
き
に
使

わ
れ
る
こ
と
が
多
い
「
ゼ
リ
ー
状
の
着
火

剤
」
で
、
や
け
ど
を
す
る
と
い
う
事
故
が

起
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ゼ
リ
ー
状
の
着

火
剤
は
消
防
法
で
可
燃
性
固
体
と
し
て
危

険
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

着
火
剤

使
用
上
の
注
意

▽
一
度
火
を
つ
け
た
着
火
剤
の
つ
ぎ
た
し

は
絶
対
に
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

▽
着
火
剤
は
火
気
の
近
く
で
キ
ャ
ッ
プ
を

開
け
た
ま
ま
放
置
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。

▽
揮
発
し
た
ガ
ス
は
想
像
以
上
に
拡
散
し

て
炎
が
広
範
囲
に
広
が
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
着
火
剤
に
火
を
つ
け
る
と
き
は

十
分
安
全
な
距
離
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

▽
着
火
剤
は
使
い
方
に
よ
っ
て
は
危
険
で

あ
る
こ
と
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
絶
対
子
ど
も
に
は
使
わ
せ
な
い
、

子
ど
も
の
近
く
で
は
使
用
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

宿
泊
施
設
で
の
注
意
事
項

旅
館
・
ホ
テ
ル
の
よ
う
な
不
特
定
多
数

の
人
が
宿
泊
す
る
施
設
に
お
い
て
は
、
利

用
者
が
建
物
内
の
様
子
を
知
ら
な
い
た
め
、

ひ
と
た
び
火
災
が
起
き
る
と
、
大
き
な
混

乱
が
生
じ
、
多
数
の
死
者
を
生
じ
る
大
惨

事
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

▽
宿
泊
室
か
ら
２
方
向
以
上
の
避
難
経
路
、

非
常
口
を
各
室
等
に
設
置
し
て
い
る
案

内
図
等
を
参
考
に
、
実
際
に
歩
い
て
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

▽
非
常
用
懐
中
電
灯
や
消
火
器
、
避
難
器

具
等
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

※
万
一
、
火
災
が
発
生
し
た
場
合
は
、
慌

て
る
こ
と
な
く
従
業
員
の
指
示
に
従
っ

て
く
だ
さ
い
。

１
１
９
番
通
報
す
る
時
の
注
意
事
項

外
出
先
で
は
次
の
こ
と
に
注
意
し
１
１

９
番
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
知
ら
な
い
場
所
で
う
ま
く
場
所
が
伝
え

ら
れ
な
い
時
は
、
近
く
に
地
元
の
方
が

い
れ
ば
協
力
を
依
頼
し
ま
し
ょ
う
。

▽
地
元
の
方
が
い
な
い
場
合
は
、
か
け
る

前
に
今
い
る
場
所
、
目
標
と
な
る
建
物

等
を
確
認
し
て
か
ら
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

※
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
ア
ウ
ト
ド
ア
レ
ジ
ャ

ー
は
、
不
便
な
場
所
が
多
い
た
め
、
火

災
や
救
急
の
対
応
が
遅
れ
が
ち
に
な
る

こ
と
を
念
頭
に
置
き
ま
し
ょ
う
。

平
成
２３
年
６
月
よ
り
全
国
で
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
化
と
な
り
ま
し

た
。
愛
知
県
で
は
、
平
成
２０
年
６
月
に
住

宅
用
火
災
警
報
器
が
設
置
義
務
化
と
な
り

間
も
な
く
６
年
に
な
り
ま
す
。
み
な
さ
ん

の
お
宅
に
は
、
付
い
て
い
ま
す
か
？

設
置
は
義
務
な
の
？

設
置
は
義
務
で
す
。

新
築
、
す
で
に
お
住
ま
い
の
住
宅
な
ど
一

般
家
庭
は
義
務
化
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ど
こ
に
設
置
す
れ
ば
い
い
の
？

全
て
の
寝
室
と
、
２
階
に
寝
室
が
あ
る

場
合
は
、
階
段
室
に
も
煙
式
警
報
器
を

取
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。

最
後
に

逃
げ
遅
れ
に
よ
る
死
者
を
１
人
で
も
減

ら
そ
う
と
始
ま
っ
た
制
度
で
す
が
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
た
こ
と
で

火
災
を
未
然
に
防
い
だ
事
例
も
数
多
く

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
尊
い
命
を
守
る

た
め
に
も
、
ま
だ
設
置
を
し
て
い
な
い

お
宅
は
必
ず
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
丹
羽
消
防
署
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

―
普
通
救
命
講
習
会
―

日
時

５
月
１７
日
貍

午
前
９
時
か
ら
正
午

場
所

扶
桑
出
張
所

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

丹
羽
消
防
署
本
署

蘂
９５
―

５
１
５
１

大
口
出
張
所

蘂
９５
―

０
１
１
９

春
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
火
災
予
防

つ
い
て
い
ま
す
か
？

住
宅
用
火
災
警
報
器



法
律
改
正
に
伴
い
、
国
民
健
康
保
険
税

の
課
税
内
容
が
次
の
と
お
り
変
更
と
な
り

ま
し
た
。

課
税
限
度
額

後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
お
よ
び

介
護
納
付
金
課
税
額
の
限
度
額
が
、
そ

れ
ぞ
れ
２
万
円
ず
つ
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

軽
減
対
象
所
得
基
準
額

５
割
軽
減
お
よ
び
２
割
軽
減
の
対
象
と

な
る
所
得
基
準
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
、

対
象
者
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

※
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
と
は
、
国
保
か

ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
移
行
さ
れ

た
方
で
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険

者
と
な
っ
た
後
も
継
続
し
て
同
一
の
世

帯
に
属
す
る
方

※
平
成
２６
年
度
国
民
健
康
保
険
税
の
全
容

に
つ
い
て
は
、
６
月
号
で
ご
案
内
し
ま

す
。

問
合
せ
先

役
場

戸
籍
保
険
課

蘂
９５
―

１
１
１
１

内
線
１
５
２
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平
成
26
年
度
国
民
健
康
保
険
税
の
改
正

後期高齢者
支援金等分限度額

介護納付金分限度額

改正前 140,000円 120,000円

改正後 160,000円 140,000円

５割軽減
これまでは2人以上世帯が対象でしたが、単身世帯についても対象となりました。

改正前
合計所得金額が
33万円＋{24万5,000円×(世帯主を除く被保険者数＋世帯主を除く特
定同一世帯所属者)}を超えない世帯

改正後
合計所得金額が
33万円＋{24万5,000円×(被保険者数＋特定同一世帯所属者)}を超え
ない世帯

２割軽減
これまでの加算額35万円が45万円に引き上げられました。

改正前 合計所得金額が33万円＋{35万円×(被保険者
数＋特定同一世帯所属者)}を超えない世帯

改正後
合計所得金額が33万円＋{45万円×(被保険者
数＋特定同一世帯所属者)}を超えない世帯

※
医
療
分
に
つ
い
て
は
変
更
あ
り
ま
ん
。

新入学児の安全を願って

3月3日（月）、商工会女性部に交通安全の
お守りを寄贈していただきました。
お守りは、今春町内の小学校に入学する児

童が安全に登下校できるように女性部員が手
作りしたもので、大縣神社で交通安全の祈願
をしてもらいました。各小学校を通じて新入
学児童に配りました。
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無料相談無料相談

法律相談 5月15日（木）（予約制）
午後1時から4時 役場 1階相談室 相続、金銭、家族・隣人トラブル等法律に関する事

問合せ先 町民安全課 蘂95-1111 内線112

消費生活相談 5月20日（火）（先着順）
午前9時から正午 役場 1階相談室 悪質商法等に関するトラブル等消費生活全般

問合せ先 町民安全課 蘂95-1111 内線112

多重債務者相談 5月21日（水）（予約制）
午後６時から９時

ほほえみプラザ４階
ふれあい2・3

クレジットサラ金問題等（前日の午後5時まで）
問合せ先 町民安全課 蘂95-1111 内線112

登記相談 5月28日（水）（先着順）
午後1時から3時 役場 1階相談室 建物の新増築や取り壊し、土地の地目変更・分筆合筆等

問合せ先 町民安全課 蘂95-1111 内線112

心配ごと相談

5月7日(水)（先着順） 午前10時から午後3時30分
5月21日(水)（先着順） 午前10時から午後3時30分
5月29日(木)（予約制） 午後1時30分から4時30分
場所 ほほえみプラザ2階 社会福祉協議会

女性相談員、母子自立支援員
女性相談員（先着順）
高齢・障がい者の弁護士相談
問合せ先 社会福祉協議会 蘂94ー0060

家庭児童相談 5月28日（水）（予約制）
午前10時から午後3時30分 北児童センター 18歳未満のお子さんをお持ちの方

問合せ先 福祉こども課 蘂94-1222

若者の就職相談会 5月23日（金）（予約優先）
午後2時から4時30分 役場 1階相談室

就職活動中や仕事に悩みのある15歳から39歳の本人と保護者
申込みおよび問合せ先 いちのみや若者サポートステーション
蘂0586-64-6349

ふれあいルーム
おおぐち

児童・生徒の心の居場所として自立を支援するため、相談・指導をおこないます。
日時 月曜日から金曜日 午前９時から午後３時（祝日除く）
場所 ほほえみプラザ２階 （入室希望は、学校教育課蘂95ー4446へご連絡ください）
問合せ先 ふれあいルームおおぐち 蘂95ー7773

就学相談

来年４月に小学校に入学する予定で、お子さんの障がいや成長のことで不安を感じている保護者の方を対象
に就学相談窓口を開設しています。
対象者 ①身体に障がいのあるお子さん ②知的発達に遅れがみられるお子さん ③情緒面に不安のあるお子
さん ④障がいではないが、成長・発達に遅れがみられるお子さん ⑤病弱・身体虚弱のお子さん

相談方法 ●電話または学校教育課窓口 ●必要に応じて小学校の学校見学
相談日時 毎週月曜日から金曜日 午前8時30分から午後5時15分
※祝日および正午から午後１時を除く。問合せ先 学校教育課 蘂95ー4446

たんぽぽ相談

「聞く」「話す」「読む」「書く」「計算する」「注意集中困難」「多動性」「衝動性」「対人関係」などにおいて、
お子さまの発達が気になる方や障害のあるお子さまの養育・教育で不安のある方には、愛知県立一宮東特別
支援学校のたんぽぽ相談（教育相談）を御利用いただけます。たんぽぽ相談では、保護者・教職員の皆様が
抱えている疑問や不安・悩みについて一緒に考えていきます。※事前に電話予約が必要です。
問合せ先 愛知県立一宮東特別支援学校（旧 愛知県立一宮東養護学校） たんぽぽ相談係
一宮市丹羽字中山1151ー1 蘂0586-51-5311



日
時

５
月
２
日
貊

午
前
１０
時
３０
分

か
ら
１１
時
３０
分

場
所

憩
い
の
四
季

娯
楽
室

※
町
送
迎
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象

お
お
む
ね
６０
歳
以
上
の
方

内
容

法
話
「
仏
教
の
教
え
に
そ
っ
て

心
を
育
て
る
お
話
」

講
師

寂
光
院
山
主

松
平
實
胤
さ
ん

鳴
子
踊
り
の
太
鼓
を
中
心
と
し
た
、

ど
な
た
で
も
気
軽
に
で
き
る
内
容
で
す
。

昨
年
は
、
や
ろ
舞
い
大
祭
太
鼓
連
『
楽
』

も
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ま
も
一
緒

に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
太
鼓
講
座
に
ぜ

ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

６
月
１
日
豸
か
ら
９
月
７
日
豸

ま
で
の
毎
週
日
曜
日

午
後
１
時
３０
分
か
ら
３
時
３０
分

場
所

町
民
会
館
１
階

会
議
室

対
象

小
学
４
年
生
以
上

講
師

大
口
町
文
化
協
会

日
本
太
鼓

研
究
会

受
講
料

２
０
０
０
円

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
、
随
時
参
加

可
能
で
す
。

大
口
町
商
工
会
で
は
、
第
３９
回
夏
の

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
す

る
踊
り
の
チ
ー
ム
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

鳴
子
踊
り
や
ダ
ン
ス
な
ど
、
日
ご
ろ

の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
詳
し
く
は
大
口
町
商
工
会
ま
で
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

日
時

８
月
２３
日
貍
、
２４
日
豸

場
所

大
口
町
民
会
館

第
１
駐
車
場

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

大
口
町
商
工
会

蘂
９５
―

２
５
５
７

毎
年
恒
例
の
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
を
６
月
に
開
催
し
ま
す
。

障
が
い
を
お
持
ち
の
方
が
無
理
な
く

参
加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
を
中
心
に
、
参

加
者
全
員
で
楽
し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
吹
奏
楽
の
演
奏
や
総
踊

り
等
で
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

日
時

６
月
１４
日
貍

受
付

午
前
９
時
３０
分
か
ら

午
前
１０
時
開
始
（
終
了
予
定
は
午
後

２
時
）

場
所

大
口
町
中
央
公
民
館
集
会
室

参
加
費

無
料

参
加
要
件

「
身
体
障
害
者
手
帳
」、

「
療
育
手
帳
」、「
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
」
を
お
持
ち
の
方
お
よ
び
そ

の
家
族
の
方

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

５
月
３０
日
貊
ま
で
に
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

大
口
町
社
会
福
祉
協
議
会

蘂
９４
―

０
０
６
０

薨
９４
―

０
０
５
９

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
事
業

公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成
金
を

申
請
す
る
団
体
が
、
１
団
体
５
分
間
で

事
業
内
容
の
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
お
こ
な
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
活
動
に
興
味
を
お
持
ち

の
方
、
新
た
に
活
動
を
始
め
ら
れ
る
方
、

情
報
交
換
の
場
と
し
て
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

日
時

５
月
１７
日
貍

午
前
１０
時
か
ら

場
所

憩
い
の
四
季

娯
楽
室

い
ぬ
や
ま
ｅ
ー

パ
ソ
コ
ン

パ
ソ
コ
ン
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
コ
ー
ス

日
時

７
月
４
日
貊
か
ら
２９
日
貂
ま
で

の
毎
週
月
曜
か
ら
金
曜
日

午
前
９

時
３０
分
か
ら
午
後
３
時
３０
分

場
所

犬
山
国
際
観
光
セ
ン
タ
ー

内
容

パ
ソ
コ
ン
の
操
作
方
法
や
技
術

習
得

対
象

障
害
者
手
帳
所
持
者
（
身
体
・

精
神
）

定
員

７
名
（
面
接
で
選
考
）

受
講
料

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は
別
途

必
要
で
す
）

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

６
月
１０
日
貂
ま
で
に
公
共
職
業
安
定

所
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

蘂
０
５
３
３
―

９３
―

２
１
０
２

講
習
会
・
教
室

講
習
会
・
教
室

さ
く
ら
大
学（
高
齢
者
教
室
）

中
央
公
民
館
２
階
／
生
涯
学
習
課

95
ー
３
１
５
５

蘂
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太
鼓
講
座

中
央
公
民
館
２
階
／
生
涯
学
習
課

95
ー
３
１
５
５

蘂

夏
の
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加
者
募
集

役
場
／
地
域
振
興
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
７

蘂

募

集

募

集

そ
の
他

そ
の
他

第
30
回
大
口
町
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
大
口
町
社
会
福
祉
協
議
会

94
ー
０
０
６
０

蘂

公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

役
場
／
地
域
振
興
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
６

蘂

愛
知
県
障
害
者
委
託
訓
練

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
こ
ど
も
課

94
ー
１
２
２
２

蘂



裁
判
所
で
は
、
５
月
３
日
貍
の
憲
法

記
念
日
を
中
心
と
し
た
５
月
１
日
貅
か

ら
７
日
貉
ま
で
を
憲
法
週
間
と
定
め
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
憲
法
の
精
神
や
司

法
の
役
割
を
国
民
の
皆
さ
ん
に
理
解
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。各

地
の
裁
判
所
で
は
、
こ
の
時
期
に

法
廷
等
見
学
ツ
ア
ー
や
各
種
説
明
会
な

ど
の
行
事
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
参

加
希
望
の
方
は
、
最
寄
り
の
裁
判
所
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
司
法
統
計
・
見
学
・
傍
聴
案
内
等

http://w
w
w
.courts.go.jp/

▼
裁
判
員
制
度
の
詳
し
い
情
報

http://www.saibanin.courts.go.jp/

町
内
の
子
育
て
団
体
に
よ
る
手
遊
び

や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
お
こ
な

い
ま
す
。
親
子
で
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、

情
報
交
換
の
場
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
事
前
申
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

日
時

５
月
１
日
貅

午
前
１０
時
か
ら

１１
時
３０
分

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階

プ
レ

イ
ル
ー
ム

内
容

ア
ロ
マ
で
虫
除
け
（
先
着
３０
名
）

※
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
を
使
用
し
て
、
乳
幼

児
に
も
安
心
し
て
使
え
る
虫
除
け
を

作
製
し
ま
す
。

日
時

５
月
１５
日
貅

午
前
１１
時
３０
分

か
ら
午
後
１
時

（
受
付

午
前
１１
時
２０
分
か
ら
）

場
所

大
口
中
学
校

調
理
室

内
容

簡
単
手
作
り
お
や
つ
の
紹
介

持
ち
物

昼
食
（
必
要
な
方
の
み
）、
大

人
の
方
の
上
履
き
、
汚
れ
も
の
を
入

れ
る
袋

※
大
口
中
学
校
へ
お
越
し
の
際
は
、
体

育
館
側
の
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

日
時

５
月
２０
日
貂

午
前
９
時
３０
分

か
ら
１１
時

※
毎
月
第
３
火
曜
日
の
同
時
間
に
開
催

し
て
い
ま
す
。

場
所

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
会
議
室

対
象

４５
歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲

の
あ
る
方

６
月
１
日
豸
は
人
権
擁
護
委
員
の
日

で
す
。
名
古
屋
法
務
局
、
愛
知
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
お
よ
び
名
古
屋
人
権

擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、
人
権
擁
護
委

員
制
度
の
周
知
と
人
権
思
想
の
普
及
高

揚
を
目
的
に
、
特
設
人
権
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。

日
時

５
月
３１
日
貍

午
前
１０
時
か
ら

後
４
時

場
所

名
鉄
百
貨
店
本
館
１０
階

友
の

会
文
化
教
室

平
成
２６
年
７
月
１
日
か
ら
、
改
正

「
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
施
行
規
則
」
等

が
施
行
さ
れ
ま
す
。

間
接
差
別
の
範
囲
が
拡
大

す
べ
て
の
労
働
者
の
募
集
、
採
用
、

昇
進
、
職
種
の
変
更
に
当
た
っ
て
、

合
理
的
な
理
由
な
く
転
勤
要
件
を
設

け
る
こ
と
は
、
間
接
差
別
と
し
て
禁

止
さ
れ
ま
す
。

セ
ク
ハ
ラ
対
策
指
針
の
改
正

職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
の
予
防
・
事
後
対
応
の
徹

底
の
た
め
、
事
業
主
が
対
策
と
し
て

講
ず
べ
き
措
置
を
定
め
た
指
針
が
改

正
さ
れ
ま
す
。
主
な
改
正
は
次
の
と

お
り
。

▽
セ
ク
ハ
ラ
に
は
同
性
に
対
す
る
も
の

も
含
ま
れ
る
こ
と
を
明
示
。

▽
性
別
の
役
割
分
担
意
識
に
基
づ
く
言

動
を
な
く
し
て
い
く
こ
と
が
防
止
効

果
を
高
め
る
上
で
重
要
で
あ
る
こ
と

を
明
示
。

▽
相
談
対
応
に
は
、
放
置
す
れ
ば
就
業

環
境
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合

や
、
性
別
役
割
分
担
意
識
に
基
づ
く

言
動
が
原
因
や
背
景
と
な
り
生
じ
る

場
合
な
ど
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
明
示
。

▽
被
害
者
に
対
す
る
事
後
対
応
の
措
置

の
例
と
し
て
、
管
理
監
督
者
ま
た
は

事
業
場
内
の
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
な

ど
に
よ
る
被
害
者
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
不
調
へ
の
相
談
対
応
を
追
加
。
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親
子
ふ
れ
あ
い
広
場

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
こ
ど
も
課

94
ー
１
２
２
２

蘂
憲
法
週
間
を
迎
え
て

役
場
／
地
域
振
興
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
６

蘂

人
権
擁
護
委
員
の
日

役
場
／
町
民
安
全
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
２

蘂
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
施
行
規
則
改
正

役
場
／
地
域
振
興
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
７

蘂

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
会
員
入
会
説
明
会

公
益
社
団
法
人
大
口
町
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー・ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

95
―
８
１
０
１

蘂



６
月
１
日
豸
か
ら
７
貍
日
ま
で
の
一

週
間
は
「
水
道
週
間
」
で
す
。
こ
の
期

間
に
は
、
水
の
重
要
性
を
ご
理
解
い
た

だ
く
た
め
、
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
行
事

が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
水
源
の

確
保
、
水
質
の
保
全
な
ど
に
つ
い
て
一

緒
に
考
え
、
県
営
水
道
へ
の
理
解
を
深

め
、
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

県
営
浄
水
場
の
一
般
開
放
を
お
こ
な
い

ま
す
。

日
時
６
月
１
日
豸
か
ら
７
日
貍
ま
で

午
前
１０
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

浄
水
場
名

犬
山
（
犬
山
市
）

蘂
０
５
６
８
―

６１
―

５
０
７
７

尾
張
西
部
（
稲
沢
市
）

蘂
０
５
８
７
―

９７
―

１
１
７
６

参
加
費

無
料

問
合
せ
先

県
企
業
庁
水
道
事
業
課

蘂
０
５
２
―

９
５
４
―

６
６
８
３

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.pref.aichi.jp/suido/

平
成
２７
年
３
月
卒
業
予
定
の
大
学
生

等
の
就
職
機
会
を
拡
大
す
る
た
め
「
大

学
生
等
会
社
合
同
説
明
会
」
を
開
催
し

ま
す
。
当
日
は
、
企
業
の
担
当
者
が
企

業
概
要
・
採
用
状
況
等
を
説
明
し
ま
す
。

日
時

５
月
１４
日
貉

午
前
１１
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で

場
所

愛
知
県
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー

（
ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち
）
七
階
展
示
場

対
象

平
成
２７
年
３
月
大
学
・
短
大
・
専

修
学
校
等
を
卒
業
予
定
の
学
生
お
よ
び

卒
業
後
お
お
む
ね
三
年
以
内
の
方

参
加
費

無
料

そ
の
他

事
前
申
込
不
要

参
加
企
業
数

１
０
０
社
（
予
定
）

問
合
せ
先

大
学
生
等
会
社
合
同
説
明

会
運
営
協
議
会
事
務
局
（
公
益
財
団

法
人
愛
知
県
労
働
協
会
）

蘂
０
５
２
―

２
６
４
―

０
７
２
２

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.jyocos.co.jp/aichi/
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大
学
生
等
会
社
合
同
説
明
会

役
場
／
地
域
振
興
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
７

蘂

県
営
浄
水
場
を
一
般
公
開

丹
羽
広
域
事
務
組
合
水
道
部

95
―
３
４
０
０

蘂

大
口
町
へ
２
０
０
０
万
円
の
寄
附

福
玉
精
穀
倉
庫
株
式
会
社

明
治
７
年
（
１
８
７
４

年
）、
福
玉
グ
ル
ー
プ
の

創
業
者
で
あ
る
故
社
本
九

平
氏
が
、
五
条
川
の
流
れ

に
水
車
を
備
え
て
、
精
米
、

精
麦
、
製
粉
、
製
麺
業
を

開
業
し
、
時
代
の
流
れ
に

沿
っ
た
事
業
展
開
で
今

年
、
平
成
２６
年
（
２
０
１

４
年
）
に
創
業
１
４
０
周

年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
記
念
と
し
て
、
４

月
８
日
貂
、
社
本
宮
明
会

長
と
社
本
光
永
社
長
が
鈴

木
町
長
を
訪
問
し
、
２
０

０
０
万
円
の
寄
附
金
を
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

社
本
会
長
か
ら
は
、

▽
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
（
社

本
育
英
事
業
）
１
０
０
０
万
円

▽
ま
ち
の
皆
さ
ん
が
取
り
組
む
五
条

川
の
桜
保
存
活
動
へ

５
０
０
万

円
▽
歴
史
と
文
化
を
育
む
堀
尾
史
蹟
顕

彰
会
助
成
事
業
へ

５
０
０
万
円

に
役
立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。

鈴
木
町
長
は
「
誠
に
あ
り
が
た
い

お
話
で
、
ご
意
思
を
尊
重
し
て
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
歴
代
の
町

長
が
取
り
組
ま
れ
た
ま
ち
づ
く
り
、

こ
の
ま
ち
の
豊
か
な
暮
ら
し
を
守
り

次
世
代
へ
引
き
継
げ
る
よ
う
、
５０
年

先
の
礎
と
な
る
よ
う
な
施
策
に
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
、
お
力
添
え
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
感
謝
の
意
を
伝
え
ま
し
た
。
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あなたの身のまわりの「まちの話題」をお寄せください。
問合せ先 役場 地域振興課 蘂95-1111 内線117
※「まちの話題」は「大口町NPO団体登録ZOOM」が取材・編集をおこなっています。

金
助
桜
ま
つ
り

堀
尾
跡
公
園

4
6

日

町
内
で
暮
ら
し
て
い
る
外
国
籍
の
人
た

ち
と
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
異
文
化
交
流
を

し
よ
う
と
、
中
央
公
民
館
で
「
ワ
ー
ル
ド

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

日
本
、
中
国
、
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
国
籍
や
文
化
が
異
な
る
人
た
ち
が

約
６０
名
参
加
し
、
卓
球
、
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
、

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

「
こ
ん
な
に
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
あ
っ

た
ら
、
い
つ
で
も
参
加
し
た
い
」
と
中
国

の
王
栓
紅
さ
ん
。
お
昼
は
、
団
体
手
作
り

の
焼
き
そ
ば
を
食
べ
な
が
ら
楽
し
く
交
流

会
。「
日
本
の
焼
き
そ
ば
は
お
い
し
い
！
」

と
売
り
切
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。

桜
の
見
ご
ろ
を
迎
え
た
堀
尾
跡
公
園
で

金
助
桜
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
人

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

野
外
ス
テ
ー
ジ
で
は
大
口
町
伝
統
芸
能

保
存
協
会
が
、
木
遣
り
、
お
囃
子
を
披
露
。

ま
た
、
南
保
育
園
の
園
児
に
よ
る
太
鼓
の

発
表
が
お
こ
な
わ
れ
、
八
剱
社
遊
園
で
は
、

剣
道
大
会
、
太
極
拳
な
ど
が
あ
り
、
訪
れ

た
人
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

譁
青
山
製
作
所
新
入
社
員
が
地
域
美
化
活
動
を
実
施

五
条
川
堤

4
3

木

譁
青
山
製
作
所
の
新
入
社
員
３２
名
が
、

社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
桜
橋
か
ら

平
和
橋
ま
で
の
五
条
川
尾
北
自
然
歩
道
の

ご
み
を
拾
い
分
別
回
収
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
当
社
の
環
境
活
動
の
１
つ
で

地
域
美
化
活
動
を
通
し
て
、
環
境
活
動
・

社
会
貢
献
活
動
と
は
、
何
か
に
つ
い
て
体

感
し
、
社
会
人
と
し
て
の
自
覚
を
よ
り
高

め
さ
せ
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
新
入
社
員

を
対
象
に
毎
年
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

譁
青
山
製
作
所
で
は
、
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ

グ
ラ
ム
活
動
と
し
て
毎
月
１
回
、
会
社
周

辺
の
美
化
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

ワ
ー
ル
ド
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

多
文
化
共
生
レ
イ
ン
ボ
ー

3
16
日



大
口
町
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会
総
会
が

開
か
れ
、
一
年
の
活
動
を
振
り
返
り
ま
し

た
。
ま
た
、
代
表
の
子
ど
も
た
ち
が
、
子

ど
も
会
活
動
で
学
ん
だ
こ
と
や
思
い
出
に

残
っ
た
こ
と
な
ど
を
作
文
に
し
て
発
表
し

ま
し
た
。

「
一
年
間
無
事
に
終
わ
り
ま
し
た
。
各

行
事
い
ろ
い
ろ
と
大
変
で
し
た
が
、
子
ど

も
た
ち
が
楽
し
ん
で
参
加
し
て
く
れ
た
の

で
よ
か
っ
た
で
す
」
と
秋
田
子
ど
も
会
の

役
員
さ
ん
。
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平
成
25
年
度

大
口
町
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会
総
会

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ

3
16
日

Cereja

（
セ
レ
ジ
ャ
）
カ
フ
ェ
ス
タ
ー
ト

町
民
活
動
セ
ン
タ
ー

4
5

土

愛
知
県
警
察
本
部
長
か
ら
感
謝
状
贈
呈

大
口
町
役
場

4
9

水

平
成
２５
年
度
中
に
積
極
的
な
交
通
安
全

活
動
を
推
進
し
、
交
通
事
故
抑
止
に
多
大

な
貢
献
を
し
た
と
し
て
、
大
口
町
交
通
安

全
推
進
協
議
会

鈴
木
雅
博
会
長
（
大
口

町
長
）
と
、
大
口
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

宇
野
昌
康
会
長
が
江
南
警
察
署
長
か
ら
感

謝
の
言
葉
と
と
も
に
感
謝
状
を
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
両
会
長
は
「
自
転
車
の
事
故
が

多
い
の
で
事
故
軽
減
、
ま
た
、
防
犯
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

１
月
か
ら
３
月
ま
で
開
催
さ
れ
た
日
本

語
教
室
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
が
終
了

し
、
講
座
を
受
け
た
１０
名
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
講
師
と
な
っ
て
日
本
語
教
室
を
開
き
、

活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。

４
月
か
ら
本
格
的
に
始
ま
っ
た
対
話
型

形
式
の
日
本
語
教
室
に
約
２０
名
の
外
国
籍

の
方
が
通
っ
て
い
ま
す
。「
真
剣
に
日
本

語
を
覚
え
よ
う
と
通
う
方
ば
か
り
で
す
。

日
本
語
だ
け
で
な
く
、
交
流
を
通
し
て
地

域
も
知
っ
て
も
ら
い
、
暮
ら
し
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
の
場
に
し
て
い
き
た
い
で
す
」

と
代
表
の
土
田
さ
ん
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

参
加
者
と
も
に
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

（
毎
週
土
曜
日

午
後
７
時
か
ら
８
時
３０

分
）
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地
虫
出
づ
鋼
の
よ
う
に
輝
や
き
て

丹
羽

清
声

虫
嫌
い
好
い
も
悪
い
も
地
虫
出
づ

前
田
と
し
子

太
陽
の
匂
ふ
シ
ー
ツ
や
地
虫
出
づ

荒
谷
富
美
子

眠
そ
う
な
蛙
お
こ
し
た
鍬
の
先

佐
竹

悦
子

切
な
げ
に
鳴
く
山
鳩
や
朝
寒
し

神
谷

さ
ち

ふ
ら
こ
こ
や
し
ば
ら
く
鉄
の
に
ほ
へ
る
手

安
藤

亮
子

春
眠
や
怠
け
心
の
湧
き
出
づ
る

土
川
喜
一
郎

急
か
さ
れ
て
老
人
ゴ
ル
フ
数
が
増
え天

野

信
和

改
め
て
親
の
年
さ
え
越
え
て
い
る

高
橋
あ
や
子

幸
せ
は
孫
た
ち
の
靴
揃
う
と
き

土
田
千
恵
子

腰
痛
に
な
っ
て
ま
さ
か
の
杖
仲
間

吉
田

雄
亮

春
遠
し
蕾
の
固
き
ま
ま
十
日

社
本

孝
子

犬
の
目
が
ゆ
っ
く
り
と
追
う
冬
の
蠅桑

原

聡
子

短
調
の
ピ
ア
ノ
流
る
る
ク
ロ
ッ
カ
ス大

野

正
子

鬼
の
目
の
涙
乾
き
て
山
笑
ふ

土
川

照
恵

毎
年
恒
例
と
な
り
ま
し
た
、
愛
知
県
市

町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
が
１２
月
に
開
催

さ
れ
ま
す
。
昨
年
度
は
「
町
村
の
部
」
で

大
口
町
チ
ー
ム
最
高
成
績
タ
イ
の
８
位
入

賞
、「
小
学
生
男
子
区
間
」
で
区
間
２
位

と
い
う
す
ば
ら
し
い
結
果
を
残
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
年
度
も
さ
ら
に
上
位
を

目
指
す
た
め
、
５
月
か
ら
９
月
ま
で
５
回

記
録
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
各
区
分
上
位
２
名
を
選
手
と
し
て
登

録
し
ま
す
。

大
会
当
日
に
参
加
で
き
な
く
て
も
、
体

力
作
り
と
し
て
記
録
会
に
参
加
し
て
い
た

だ
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
多
数
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
大
口
町
の
駅
伝

を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

選
考
日
時

５
月
３１
日
貍
、
６
月
１４
日
貍
、
７
月
１９

日
貍
、
９
月
６
日
貍
、
９
月
２７
日
貍

午
後
５
時
か
ら

記
録
会
場

大
口
町
総
合
運
動
場
（
外
周
）

選
考
資
格

大
会
当
日
参
加
で
き
る
方

町
在
住
も
し
く
は
在
勤
、
在
学
者
で
、

大
会
が
定
め
る
区
間
の
距
離
を
走
り
切

る
こ
と
が
で
き
る
方

大
会
日
時

１２
月
６
日
貍

午
後
０
時
３５

分
ス
タ
ー
ト
予
定

大
会
会
場

愛
・
地
球
博
記
念
公
園

募
集
区
分

▽
小
学
生
（
男
子
・
女
子
）

小
学
１
年
生
か
ら
６
年
生
（
大
会
時
の

距
離

男
子
・
女
子
１
・
１
キ
ロ
）

▽
中
学
生
（
男
子
・
女
子
）

中
学
１
年
生
か
ら
３
年
生
（
大
会
時
の

距
離

男
子
３
・
３
キ
ロ
、
女
子
２
・

９
キ
ロ
）

▽
ジ
ュ
ニ
ア
（
男
子
・
女
子
）

平
成
６
年
１２
月
７
日
か
ら
平
成
１１
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
（
大
会
時

の
距
離

男
子
４
・
８
キ
ロ
、
女
子

４
・
０
キ
ロ
）

▽
一
般
（
男
子
・
女
子
）

平
成
６
年
１２
月
６
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
（
大
会
時
の
距
離

男
子
４
・
９
キ

ロ
、
女
子
３
・
３
キ
ロ
）

▽
４０
歳
以
上
（
男
女
不
問
）

昭
和
４９
年
１２
月
６
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
（
大
会
時
の
距
離

４
・
０
キ
ロ
）

※
町
外
の
小
中
学
校
お
よ
び
県
外
の
高
等

学
校
へ
就
学
し
て
い
る
場
合
は
、
別
に

規
定
が
あ
り
ま
す
の
で
、
生
涯
学
習
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

中
央
公
民
館
２
階

生
涯
学
習
課

蘂
９５
ー

３
１
５
５
（
月
・
火
・
祝
休
み
）

愛 知
駅 伝

第9回
愛知県市町村対抗駅伝競走大会

選考会開催
参加者募集
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い
つ
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

山
田

佳
澄
さ
ん
（
さ
つ
き
ケ
丘
）

Ｈ
５
・
２
・
２０
生

た
だ
今
ダ
ン
ス
に
夢
中

大
学
に
入
っ
て
か
ら
ス
ト
リ
ー

ト
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
に
入
り
、
今

Ｗ
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
と
い
う
ダ
ン
ス
に
打

ち
込
ん
で
い
ま
す
。
チ
ー
ム
の
バ

ト
ル
（
コ
ン
テ
ス
ト
）
に
参
加
し
、

高
得
点
を
上
げ
る
の
が
目
標
。

日
々
練
習
に
明
け
暮
れ
て
い
ま
す
。

中
高
は
バ
ス
ケ
部
で
し
た
。
高

校
の
部
活
は
特
に
厳
し
く
、
人
間

食
事
し
な
が
ら
寝
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
（
笑
）。
毎

日
の
よ
う
に
や
め
た
い
と
思
い
ま

し
た
が
、
あ
の
時
に
踏
ん
張
っ
た

か
ら
、
現
在
き
つ
い
ダ
ン
ス
の
練

習
を
頑
張
れ
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

思
い
出
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト

去
年
の
年
末
、
サ
ー
ク
ル
主
催

の
ダ
ン
ス
イ
ベ
ン
ト
「
愛
大
ナ
イ

ト
」
を
部
長
と
し
て
引
っ
張
り
成

功
さ
せ
ま
し
た
。
Ｄ
Ｊ
や
ゲ
ス
ト

ダ
ン
サ
ー
を
呼
ん
だ
り
、
各
ダ
ン

ス
チ
ー
ム
が
発
表
し
た
り
す
る
大

掛
か
り
な
イ
ベ
ン
ト
。
こ
の
よ
う

な
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
を
仕
切
る
の

は
初
め
て
の
経
験
だ
っ
た
の
で
と

て
も
大
変
で
し
た
が
、
成
功
さ
せ

た
と
き
は
得
難
い
充
実
感
が
あ
り

ま
し
た
。
特
に
、
人
柄
、
ダ
ン
ス

の
腕
前
共
に
尊
敬
し
て
い
る
先
輩

か
ら
「
お
前
の
陰
の
働
き
で
成
功

し
た
」
と
言
っ
て
も
ら
っ
た
と
き

は
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

取
材
に
て

ダ
ン
ス
で
つ
ら
か
っ
た
こ
と
は
？

「
納
得
の
い
く
踊
り
が
で
き
な
か
っ

た
と
き
」
と
妥
協
し
な
い
力
強
さ
を

垣
間
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
未
知
の

世
界
に
お
そ
れ
ず
と
び
こ
む
チ
ャ
レ

ン
ジ
精
神
で
人
生
を
ぐ
い
ぐ
い
引
っ

張
っ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

友
人
で
あ
り
、
同
業
者
で
も
あ
る
伸
二

（
５３
）
の
携
帯
に
電
話
を
掛
け
た
と
こ
ろ
「
ま

っ
て
て
ね
〜
、
い
ま
い
く
よ
〜
」
と
、
録
音

さ
れ
た
彼
の
声
が
繰
り
返
し
流
れ
て
き
た
。

え
っ
？

お
か
し
な
呼
び
出
し
音
に
し
て

あ
る
と
思
い
つ
つ
も
待
っ
て
い
る
と
、
や
が

て
本
人
と
繋
が
っ
た
。

「
や
ぁ
、
久
し
ぶ
り
〜
」
挨
拶
も
そ
こ
そ

こ
に
、
彼
は
三
週
間
ほ
ど
前
に
入
院
し
た
父

親
（
８６
）
の
こ
と
を
話
し
は
じ
め
た
。

好
き
な
ビ
ー
ル
が
飲
め
な
く
な
る
の
で
入
院

を
拒
ん
で
い
た
の
だ
が
、
食
事
も
摂
れ
な
く

な
り
強
制
的
に
入
院
さ
せ
た
と
か
、
家
か
ら

連
れ
出
す
の
に
背
負
っ
た
ら
、
あ
ま
り
に
も

軽
い
の
に
び
っ
く
り
し
た
ら
し
い
。

仕
事
中
に
も
ひ
っ
き
り
な
し
に
電
話
を
掛

け
て
く
る
の
で
、
冒
頭
の
よ
う
な
音
声
が
流

れ
る
よ
う
に
設
定
し
て
あ
る
と
の
こ
と
だ
。

息
子
で
あ
る
彼
の
声
を
聞
く
と
少
し
は
落

ち
着
き
、
ご
ま
か
せ
る
そ
う
だ
。

お
見
舞
い
に
行
く
と
、
公
衆
電
話
を
か
け

る
小
銭
を
置
い
て
け
と
言
う
。
そ
の
く
せ
帰

る
頃
に
な
る
と
金
は
あ
る
の
か
と
心
配
し
て

く
る
。
仕
事
の
合
間
を
縫
っ
て
病
院
に
顔
を

出
す
生
活
に
も
疲
れ
気
味
だ
っ
た
が
、
今
日

電
話
で
話
す
こ
と
が
で
き
、
少
し
楽
に
な
っ

た
そ
う
だ
。

最
後
に
「
少
し
で
も
そ
ば
に
い
る
時
間
を

つ
く
っ
て
あ
げ
て
く
れ
」
と
伝
え
、
電
話
を

切
っ
た
。

『
ま
っ
て
て
ね
〜
、
い
ま
い
く
よ
〜
』

無
彩
色
な
病
室

ふ
り
積
も
る
不
安

握
り
し
め
る
電
話

き
ら
め
き
の
風
景

〜
い
く
つ
に
な
っ
て
も
男
と
女
〜

第
52
話

「
風
薫
る
五
月
」

親と子というのは、例え親が
高齢になってもその立場が変わ
ることはない。しかし、その間
柄は年月とともに変化をしてい
き、親にとって子どもは可愛い
守るべき者から、頼りになる存
在に変わっていく。
近年、電話で子どもを語って

高齢の親をだます詐欺がよくあ
る。電話は離れていても声で相
手とつながることのできる貴重
な道具じゃ。声を聴くだけで安
心できる親子の関係や、気分が
楽になる相手と話をするという
本来の電話の正しい使い方をす
るには、普段からの関係が大事
じゃな。

△T imeからひとつまみ

町内にお住まいの
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〇
月
×
日

泰
智
は
、
大
好
き
な
ウ

ル
ト
ラ
マ
ン
の
本
を
見
て
名
前
を
覚

え
て
、
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
に
一

生
懸
命
に
説
明
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
う
ち
の
子
っ
て
凄
い
の
か
？
」
っ
て

…
ま
さ
に
親
ば
か
で
す
♪

〇
月
×
日

家
族
み
ん
な
で
お
花
見

に
出
か
け
ま
し
た
。
陽
咲
は
花
よ
り

団
子
…
（
笑
）。
出
店
が
気
に
な
っ
て

花
見
も
そ
こ
そ
こ
。「
何
か
食
べ
よ
う

よ
ー
！
」
と
食
い
し
ん
坊
な
の
で
す
。

〇
月
×
日

陽
咲
と
泰
智
は
、
お
も

ち
ゃ
の
取
り
合
い
で
ケ
ン
カ
。
で
も

そ
ん
な
時
、
大
好
き
な
歌
の
Ｃ
Ｄ
を

流
す
と
２
人
と
も
歌
っ
て
踊
り
だ
し

て
、
い
つ
の
間
に
か
仲
直
り
。
そ
ん

な
２
人
の
姿
を
じ
っ
と
見
て
い
る
勇

昊
。
勇
昊
は
い
つ
も
み
ん
な
の
事
を

よ
ー
く
観
察
し
て
い
る
。
き
っ
と
一

番
た
く
ま
し
く
育
つ
の
で
は
？

お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
は
、
３
人

の
微
笑
ま
し
い
姿
を
見
て
い
つ
も
ほ

っ
こ
り
し
た
気
分
に
な
る
ん
だ
よ
♪

子
ど
も
の
空
手
教
室
の
帰
り
道
、
五
条
川
の

夜
桜
を
見
て
き
ま
し
た
。
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
で
七

色
に
変
化
す
る
桜
は
な
ん
と
も
幻
想
的
で
、
そ

の
美
し
さ
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
来
年
も

楽
し
み
で
す
♪

（
か
こ
）

息
子
が
、
高
校
の
部
活
の
大
会
で
中
学
の
時

の
チ
ー
ム
メ
イ
ト
全
員
と
再
会
。
別
々
の
高
校

の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
で
し
た
が
、
み
な
同
じ
競
技

を
続
け
て
い
ま
し
た
。
青
春
の
一
コ
マ
で
す
ね
。

「
さ
ら
ば
友
よ
、
ま
た
こ
の
場
所
で
会
お
う
」

ｂy
森
山
直
太
朗

（
コ
ウ
）
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１１
月
２７
日
の
朝
、
元
気
に
生
ま
れ

て
き
て
く
れ
た
心
太
郎
。
５１
セ
ン
チ
、

３
５
４
０
ｇ
と
病
院
内
で
１
番
大
き

な
男
の
子
だ
っ
た
ね
！

最
近
で
は
「
あ
ー
、
う
ー
」
と
大

き
な
声
で
話
し
た
り
、
寝
返
り
も
う

て
る
よ
う
に
な
っ
た
ね
。
表
情
も
豊

か
に
な
り
、
笑
顔
を
た
く
さ
ん
見
せ

て
く
れ
る
ね
！

心
太
郎
の
可
愛
い

笑
顔
に
、
み
ん
な
メ
ロ
メ
ロ
だ
よ
♪

心
太
郎
が
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
男
の

子
に
成
長
し
て
い
く
の
か
、
パ
パ
と

マ
マ
は
と
っ
て
も
楽
し
み
で
す
！

こ
れ
か
ら
も
、
元
気
に
ス
ク
ス
ク
育

っ
て
ね
。
パ
パ
と
マ
マ
の
子
ど
も
に

生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
！

１１
月
５
日
、
ち
ょ
う
ど
日
付
け
が

変
わ
っ
た
頃
に
陣
痛
が
き
て
、
入
院

か
ら
１９
時
間
後
、
パ
パ
と
じ
い
ち
ゃ

ん
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
見
守
ら
れ
て
産

ま
れ
て
き
た
悠
希
。
大
き
な
産
声
を

聞
い
た
時
、
長
か
っ
た
陣
痛
を
忘
れ

る
く
ら
い
嬉
し
か
っ
た
よ
。

悠
希
は
歌
が
大
好
き
で
、
マ
マ
が

歌
う
と
声
を
出
し
て
笑
っ
て
く
れ
た

り
、「
あ
ー
う
ー
」
と
言
っ
て
く
れ

る
ね
。
一
緒
に
歌
っ
て
る
の
か
な
？

皆
よ
り
ち
ょ
っ
と
小
さ
め
な
悠
希

だ
け
ど
、
首
が
座
る
の
も
寝
返
り
す

る
の
も
早
く
て
ビ
ッ
ク
リ
。
パ
パ
と

マ
マ
は
悠
希
の
成
長
が
と
っ
て
も
楽

し
み
だ
よ
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
笑

顔
い
っ
ぱ
い
に
育
っ
て
ね
。

No.714No.715

さかい はるき くん おおもり こたろう くん

（
さ
つ
き
ケ
丘
）

お
父
さ
ん

酒
井

隆
行

お
母
さ
ん

有
紀

（
余
野
）お父

さ
ん

大
森

正
太
郎

お
母
さ
ん

佳
美

柘
植

香
さ
ん

陽
咲
ち
ゃ
ん

Ｈ
２１
・
１０
・
１８
生

泰
智
く
ん

Ｈ
２４
・
８
・
１
生

勇
昊
く
ん

Ｈ
２５
・
８
・
１０
生

外坪

vol.242
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